
ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木曽川下流河川事務所のホームページよりダウンロードできます。

や
ぶ
ら
様
と
水 

（
大
桑
村
須
原
）

表紙写真 『阿寺渓谷』＜提供：大桑村役場 産業振興課＞

　　砂小屋山に源を発する阿寺川が流れる渓谷で、全長約15キロの沿川には木曽５木が育っています。四季毎に表情を変える渓谷美の

　中でも流れる水の美しさは格別で、エメラルドグリーンの清流は川の深みがまるで浅瀬に感じられるほど抜群の透明度を誇ります。

　
今
の
須
原
の
定
勝
寺
が
木
曽
氏
の
館
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
そ
の
家
臣

に
「
や
ぶ
ら
様
」
と
呼
ば
れ
る
お
武
家
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

や
ぶ
ら
様
は
、
千
村
一
族
の
者
で
、
や
ぶ
ら
沢
近
く
の
出
自
な
の
で
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
や
ぶ
ら
様
は
、
木
曽
の
殿
様
に
従
っ
て
館
の
裏
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
や
ぶ
ら
様
は
た
い
へ
ん
水
と
縁
の
深
い
方
で
、
や
ぶ
ら
様
が
い

る
う
ち
は
館
の
付
近
一
帯
が
水
に
恵
ま
れ
不
自
由
な
く
使
っ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
木
曽
氏
が
館
を
福
島
に
移
し
、

や
ぶ
ら
様
も
福
島
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

す
る
と
も
と
の
館
付
近
の
水
が
す
っ
か
り

出
な
い
よ
う
に
な
り
、
そ
の
か
わ
り
に
や

ぶ
ら
様
が
移
り
住
ん
だ
福
島
で
は
そ
れ
ま

で
水
の
な
か
っ
た
場
所
で
岩
の
間
か
ら
水

が
湧
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
少
し
の
間
、
や
ぶ
ら
様
が
須

原
の
館
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
須
原
の
館

付
近
で
は
昔
の
よ
う
に
水
が
湧
き
、
福
島
の
館
付
近
の
水
が
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
や
ぶ
ら
様
は
殿
様
の
命
で
山
口
村
に
赴

任
し
た
時
期
が
あ
り
、
こ
の
時
も
山
口
村
で
水
が
湧
き
不
自
由
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
間
は
福
島
で
は
水
が
湧

か
な
っ
た
そ
う
で
す
。

出
典
　
『
大
桑
村
の
歴
史
と
民
話
』
　
昭
和
五
十
三
年
　
志
波
英
夫
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船ちゃんのこぼれ話 第十四話
ふね

「船頭平閘門（木曽川文庫）の住所は？　その２」
　船頭平閘門の作られた場所は、明治改修前までは立田輪中の南にぽこんと付いた小輪中（図１の

ピンク色）のような場所でした。この小輪中の内（図２の黄色星印）に閘門が設置されることにな

るのですが、この地は、明治初期頃の古地図（図２）によると、北に船頭平村、北西に相川を挟ん

で福原新田、南に木曽川が流れ、更には小輪中の南側と福原新田の南側は、㔟州（伊勢国の別称：

現三重県北中部）に属しているという、国・村・川の境に囲まれた複雑な場所でした。

　当時の地名としては、おそらく「尾州（尾張国の別称：現愛知県西部）海西郡立田村（または大

森村）十六石山」※１と考えられます。江戸時代は大森村（現愛西市森川町）に属し、正確な編入年

は不明ですが、明治17（1884）年の時点では立田村に属していた地です。

　その後の明治改修において、立田輪中の北で木曽川に合流していた長良川を分離するために、

立田輪中の西側を掘り、そちらを新木曽川（現在の木曽川）としました。それにより、この小輪中

は、背割堤（図３の①）と旧木曽川の締切堤防（図３の②）の間に挟まる小島の様な地となりまし

た。（図３参照）。昭和初期まで、この地形が続くことになるのですが、それまでこの小島の様な場

所は、地区名として「船頭平」

「西船頭平」「福原」「川西」な

どいくつかの呼び名があった

ようです。

※1　尾張国は、正確には明

治 ５（1872）年 よ り、愛

知県に統一されましたが、

明治17（1884）年の地籍

帳等でもまだ尾張国の表記

が使用されています。
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図1　明治改修前の立田輪中周辺図
（下図：木曽川文庫所蔵図面N0.4）

図2　明治初期の福原新田周辺図
（下図：木曽川文庫所蔵図面N0.16）

図3　明治35年頃の福原新田周辺図
（下図：木曽川文庫所蔵M35工事伺伝達書付図）
　赤線：新堤防　青線：旧堤防利用
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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長
野
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
木
曽
郡
大
桑
村
は
、

東
西
三
十
㎞
、
南
北
十
㎞
の
山
村
で
、
総
面
積
の
九

十
六
％
を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
村
の
中
央
部
を
北
東
か
ら
南
西
に
流
れ
る
木
曽
川

は
、
流
域
に
広
大
な
山
林
を
か
か
え
年
間
を
通
し
て

水
量
が
豊
富
か
つ
急
流
で
、
し
か
も
地
盤
が
固
い
花

崗
岩
か
ら
な
っ
て
お
り
ダ
ム
や
発
電
所
の
立
地
に
最

適
で
、
電
源
開
発
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
大
桑
村
に
は
、
多
く
の
発
電
施
設
が
設
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

近代化産業遺産　大桑発電所

近代化産業遺産　須原発電所　〈提供：大桑村役場産業振興課〉

大桑村内の発電所位置図

洪水調節可能容量のイメージ

利水として利用できる容量（利水容量）

のうち、放流設備（洪水吐ゲートや利

水放流管）からの放流により、３日間

で確保できる容量。

水力エネルギーの循環　〈出典：経済産業省資源

エネルギー庁ホームページ〉

一
．
大
桑
村
の
発
電
施
設
の
歩
み

　
大
桑
村
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
大
桑
発
電
所
が
、
令

和
三
（
二
〇
二
一
）
年
に
運
転
開
始
か
ら
百
周
年
、
つ

い
で
須
原
発
電
所
が
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。
令
和
三
年
四
月
十
四
日
、
大
桑
発
電

所
で
百
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
記
念
プ
レ
ー
ト
の

除
幕
や
施
設
見
学
・
説
明
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
大
桑
村
長
が
「
村
の
発
展
と
水
力
発
電
所
は
切
り

離
せ
な
い
。
あ
ら
た
め
て
歴
史
を
ひ
も
と
く
機
会
に

な
っ
た
」、
関
西
電
力
東
海
支
社
長
が
「
一
〇
〇
年
を
迎

え
た
こ
と
は
地
元
の
協
力
と
先
輩
が
設
備
を
守
っ
て
き

た
努
力
の
結
晶
だ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
共
存
共
栄
を

望
み
ま
し
た
。

　
木
曽
川
本
川
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
発
電
所
は
、
八

百
津
発
電
所
（
八
百
津
町
）
で
明
治
四
十
四
（
一
九
一

一
）
年
に
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
つ
い
で
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
運
転
開
始
の
賤
母
発
電
所
（
中
津
川

市
）
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
大
桑
発
電
所
、
同
十

一
年
の
須
原
発
電
所
、
同
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
桃

山
発
電
所
（
上
松
町
）
・
読
書
発
電
所
（
南
木
曽
町
）
と

続
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
ダ
ム
を
持
た
な
い
水
路
式
発
電

所
で
、
大
桑
発
電
所
・
桃
山
発
電
所
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
取
水
堰
を
持
ち
ま
す
が
、
ほ
か
の
四
ヶ
所
は
固
定

し
た
取
水
堰
が
な
く
木
工
沈
床
に
よ
る
取
水
堰
な
ど
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
木
曽
谷
南
部
に
集
中
し
て
い
る

の
は
、
す
で
に
水
利
権
の
取
得
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
加
え
て
、
河
川
勾
配
が
急
で
比
較
的
短
い
距
離
で
落

差
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
地
山
が
安
定
し
て
お
り
導
水
路

の
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
容
易
に
施
工
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
の
建
設
工
事
で
は
、
資
材
の
調
達
が
困
難

で
、
特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
貴
重
品
で
し
た
。
導
水
路

な
ど
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
よ
り
、
丁
寧
に
加
工

さ
れ
た
間
知
石
積
な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
車
や
発
電
機
は
横
軸
が
主
体
で
、
そ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
が
外
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
り
、
大
桑
発
電

所
は
水
車
が
ア
リ
ス
・
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
社
（
ア
メ
リ
カ
）

製
、
発
電
機
・
変
圧
器
が
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
ア
メ
リ
カ
）
製
、
須
原
発
電
所

は
エ
ッ
シ
ャ
ー
ウ
イ
ス
社
（
ス
イ
ス
）
製
水
車
と
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
ア
メ
リ

カ
）
製
発
電
機
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

　
大
桑
発
電
所
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
か
ら
約

三
年
の
建
設
工
事
で
完
成
し
ま
し
た
。
須
原
の
下
河
原

地
区
に
堰
堤
を
築
き
右
岸
に
取
水
口
を
設
置
し
、
延
長

約
三
，
六
二
一
ｍ
の
導
水
路
で
有
効
落
差
約
三
十
九
ｍ

を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。
水
槽
か
ら
水
車
発
電
機
へ
と

水
を
落
と
す
水
圧
鉄
管
は
、
長
さ
七
十
四
ｍ
の
も
の
を

三
条
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
緑
に
映
え
る
赤
煉
瓦
が
美
し
い
建
屋
は
、
発
電
室
は

平
屋
建
て
、
変
電
室
は
三
階
建
て
で
、
建
物
内
部
の
水

車
は
淡
い
薄
茶
色
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
須
原
発
電
所
は
、
建
設
当
初
は
上
郷
木
村
地
区
に
取

水
堰
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
の
水
害
に

よ
り
流
失
し
、
そ
れ
以
後
は
上
流
の
桃
山
発
電
所
か
ら

直
接
導
水
し
て
い
ま
す
。
水
圧
鉄
管
は
、
長
さ
五
十
七

ｍ
の
も
の
を
二
条
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
建
屋
は
、
発
電
室
は
平
屋
建
て
、
そ
の
他
は
三

階
建
て
で
、
煉
瓦
造
り
で
す
が
白
タ
イ
ル
が
張
ら
れ
た

瀟
洒
な
外
観
で
す
。
屋
根
の
縁
に
波
形
の
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
、
屋
根
に
載
っ
て
い
る
八
角
形
の
小
塔
が
特
徴

的
で
す
。
須
原
発
電
所
に
隣
接
す
る
木
曽
川
電
力
資
料

館
は
、
木
曽
川
の
水
力
開
発
に
関
す
る
貴
重
な
歴
史
資

料
や
水
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
先
人
達
の
偉
業
や
当
時

の
面
影
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
年
、
経
済
産
業
省
が
日

本
の
産
業
近
代
化
に
貢
献
し
た
建
造
物
な
ど
を
文
化
遺

産
と
し
て
認
定
し
た
近
代
化
産
業
遺
産
に
、「
近
畿
の
経

済
や
中
部
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
た
中
部
山
岳
地
域
の

電
源
開
発
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
の

「
木
曽
川
の
水
力
発
電
関
連
遺
産
」
と
し
て
、
大
桑
発
電

所
、
須
原
発
電
所
、
大
井
ダ
ム
、
大
井
発
電
所
、
旧
八

百
津
発
電
所
、
桃
介
橋
、
福
沢
桃
介
記
念
館
、
読
書
発

電
所
、
柿
其
水
路
橋
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
桑
村
域
で
は
、
九
ヶ
所
の
水
力
発
電
所
（
大

桑
・
須
原
・
田
光
・
橋
場
・
相
之
沢
・
木
曽
・
伊
奈

川
・
伊
奈
川
第
二
・
大
桑
野
尻
）
と
二
基
の
発
電
用
ダ

ム
（
伊
奈
川
・
読
書
）
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
運
転
を
開
始
し
た
木
曽
発

電
所
は
、
認
可
最
大
出
力
一
一
六
，
〇
〇
〇
�
で
木
曽

川
水
系
最
大
の
発
電
所
で
、
王
滝
川
の
木
曽
川
合
流
点

に
設
け
た
木
曽
ダ
ム
か
ら
約
十
七
・
六
㎞
の
導
水
路
に

よ
っ
て
木
曽
発
電
所
に
導
き
、
こ
の
間
の
落
差
で
発
電

し
て
い
ま
す
。

　
大
桑
村
東
部
を
流
れ
る
伊
奈
川
は
、
昭
和
初
期
ま
で

に
田
光
・
橋
場
・
相
之
沢
発
電
所
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
電
源
開
発
の
余
地
が
残
さ
れ
た
支
流
で

し
た
。
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
上
流
部
の
伊
奈

川
ダ
ム
建
設
に
着
工
し
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）

年
に
完
成
、
同
年
伊
奈
川
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
は
、

伊
奈
川
第
二
発
電
所
が
運
転
を
開
始
、
こ
う
し
た
開
発

に
よ
っ
て
木
曽
川
の
発
電
は
出
力
一
〇
〇
万
kw
を
超
え

ま
し
た
が
、
開
発
可
能
な
地
点
は
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。二

．
未
来
へ
つ
な
ぐ
再
生
可
能

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
百
周
年
記
念
式
典
で
、
関
西
電
力
の
水
力
事
業
本
部

長
は
、「
水
力
発
電
は
需
要
に
応
じ
て
増
減
で
き
る
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
防
災
の
面
で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
」

と
、
水
力
発
電
の
将
来
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
水
力
発
電
は
、
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、

電
力
需
要
の
変

化
に
素
早
く
対

応
（
出

力

調

整
）
が
可
能
と

い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
世
界

的
に
脱
炭
素
の

動
き
が
加
速
す

る
な
か
で
再
生

可

能

エ

ネ

ル

ギ
ー
と
し
て
あ

ら
た
め
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
平
成

三
十
（
二
〇
一
八
）
年
制
定
）
で
は
、
発
電
利
用
さ
れ
て

い
な
い
既
存
ダ
ム
へ
の
発
電
設
備
の
設
置
や
、
未
開
発

の
中
小
水
力
の
活
用
な
ど
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
川
は
電
源
開
発
の
先
進
地
域
で
し
た
か
ら
、
大

規
模
開
発
の
余
地
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
支
流

に
お
け
る
小
規
模
な
開
発
や
発
電
設
備
の
更
新
な
ど
に

よ
り
、
発
電
量
の
増
強
を
図
っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
発

電
量
一
〇
，
〇
〇
〇
㎞
以
下
の
水
力
発
電
施
設
は
小
水

力
発
電
よ
ば
れ
、
河
川
、
農
業
用
水
、
砂
防
ダ
ム
、
上

下
水
道
な
ど
で
、
現
在
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮
し
た

発
電
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
例
と
し
て
、
大
桑
村
の
大
桑
野
尻
発
電
所
は
既
設

の
読
書
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
発
電
施
設
で
、
平
成
二
十

三
（
二
〇
一
一
）
年
に
運
転
を
開
始
し
た
河
川
維
持
流

量
を
利
用
す
る
発
電
所
で
す
。
河
川
維
持
流
量
は
、
ダ

ム
下
流
の
河
川
流
量
を
一
定
程
度
保
つ
た
め
に
放
流
さ

れ
る
水
で
す
が
、
発
電
の
観
点
か
ら
は
無
駄
に
流
し
て

い
た
水
で
、
こ
れ
を
有
効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
発
電

所
を
設
置
し
ま
し
た
。

三
．
既
存
ダ
ム
の
新
た
な
役
割

　
大
桑
・
須
原
発
電
所
の
百
周
年
式
典
で
は
、
発
電
用

ダ
ム
の
防
災
面
で
の
活
用
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
り
ま

し
た
。
梅
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

河
川
の
氾
濫
や
内
水
氾
濫
な
ど
で
大
き
な
災
害
が
毎
年

の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
十
二
月
、
国
が
示
し
た
「
既

存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
向
け
た
基
本
方

針
」
で
は
、
緊
急
時
に
お
い
て
既
存
ダ
ム
の
有
効
貯
水

容
量
を
洪
水
調
節
に
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係

省
庁
の
密
接
な
連
携
の
下
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
主
要
な
方
針
と

し
て
、「
治
水
協
定
の
締
結
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
五
月
、
木
曽
川
水
系
ダ
ム
管
理
連
絡
調
整
協
議
会
で
、

木
曽
川
水
系
に
お
け
る
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の

強
化
や
事
前
放
流
の
実
施
方
針
な
ど
を
含
む
治
水
協
定

を
、
水
系
内
の
全
て
の
既
存
ダ
ム
（
四
十
五
基
）
を
対

象
と
し
て
締
結
し
ま
し
た
。
木
曽
川
水
系
内
の
ダ
ム
が

洪
水
調
節
に
利
用
し
て
い
る
容
量
（
洪
水
調
節
容
量
）

は
、
全
体
で
最
大
約
二
億
五
，
三
〇
〇
万
㎥
で
し
た
が
、

治
水
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
新
た
に
最
大
約
三
億
一
〇

〇
万
㎥
の
洪
水
調
節
可
能
容
量
が
確
保
さ
れ
、
洪
水
調

節
に
利
用
可
能
な
容
量
は
約
２
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
桑
村
の
百
周
年
を
迎
え
た
歴
史
的

な
施
設
に
お
い
て
も
、
防
災
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
ま
た
新
た
な
歴
史
を

刻
み
始
め
て
い
ま
す
。

し
ず
　
も

よ
み
か
き

け
ん

ち

し
ょ
う

し
ゃ

か
き
ぞ
れ

地域の歴史地域の歴史
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一
．
大
桑
村
の
発
電
施
設
の
歩
み

　
大
桑
村
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
大
桑
発
電
所
が
、
令

和
三
（
二
〇
二
一
）
年
に
運
転
開
始
か
ら
百
周
年
、
つ

い
で
須
原
発
電
所
が
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。
令
和
三
年
四
月
十
四
日
、
大
桑
発
電

所
で
百
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
記
念
プ
レ
ー
ト
の

除
幕
や
施
設
見
学
・
説
明
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
大
桑
村
長
が
「
村
の
発
展
と
水
力
発
電
所
は
切
り

離
せ
な
い
。
あ
ら
た
め
て
歴
史
を
ひ
も
と
く
機
会
に

な
っ
た
」、
関
西
電
力
東
海
支
社
長
が
「
一
〇
〇
年
を
迎

え
た
こ
と
は
地
元
の
協
力
と
先
輩
が
設
備
を
守
っ
て
き

た
努
力
の
結
晶
だ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
共
存
共
栄
を

望
み
ま
し
た
。

　
木
曽
川
本
川
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
発
電
所
は
、
八

百
津
発
電
所
（
八
百
津
町
）
で
明
治
四
十
四
（
一
九
一

一
）
年
に
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
つ
い
で
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
運
転
開
始
の
賤
母
発
電
所
（
中
津
川

市
）
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
大
桑
発
電
所
、
同
十

一
年
の
須
原
発
電
所
、
同
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
桃

山
発
電
所
（
上
松
町
）
・
読
書
発
電
所
（
南
木
曽
町
）
と

続
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
ダ
ム
を
持
た
な
い
水
路
式
発
電

所
で
、
大
桑
発
電
所
・
桃
山
発
電
所
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
取
水
堰
を
持
ち
ま
す
が
、
ほ
か
の
四
ヶ
所
は
固
定

し
た
取
水
堰
が
な
く
木
工
沈
床
に
よ
る
取
水
堰
な
ど
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
木
曽
谷
南
部
に
集
中
し
て
い
る

の
は
、
す
で
に
水
利
権
の
取
得
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
加
え
て
、
河
川
勾
配
が
急
で
比
較
的
短
い
距
離
で
落

差
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
地
山
が
安
定
し
て
お
り
導
水
路

の
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
容
易
に
施
工
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
の
建
設
工
事
で
は
、
資
材
の
調
達
が
困
難

で
、
特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
貴
重
品
で
し
た
。
導
水
路

な
ど
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
よ
り
、
丁
寧
に
加
工

さ
れ
た
間
知
石
積
な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
車
や
発
電
機
は
横
軸
が
主
体
で
、
そ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
が
外
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
り
、
大
桑
発
電

所
は
水
車
が
ア
リ
ス
・
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
社
（
ア
メ
リ
カ
）

製
、
発
電
機
・
変
圧
器
が
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
ア
メ
リ
カ
）
製
、
須
原
発
電
所

は
エ
ッ
シ
ャ
ー
ウ
イ
ス
社
（
ス
イ
ス
）
製
水
車
と
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
ア
メ
リ

カ
）
製
発
電
機
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

　
大
桑
発
電
所
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
か
ら
約

三
年
の
建
設
工
事
で
完
成
し
ま
し
た
。
須
原
の
下
河
原

地
区
に
堰
堤
を
築
き
右
岸
に
取
水
口
を
設
置
し
、
延
長

約
三
，
六
二
一
ｍ
の
導
水
路
で
有
効
落
差
約
三
十
九
ｍ

を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。
水
槽
か
ら
水
車
発
電
機
へ
と

水
を
落
と
す
水
圧
鉄
管
は
、
長
さ
七
十
四
ｍ
の
も
の
を

三
条
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
緑
に
映
え
る
赤
煉
瓦
が
美
し
い
建
屋
は
、
発
電
室
は

平
屋
建
て
、
変
電
室
は
三
階
建
て
で
、
建
物
内
部
の
水

車
は
淡
い
薄
茶
色
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
須
原
発
電
所
は
、
建
設
当
初
は
上
郷
木
村
地
区
に
取

水
堰
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
の
水
害
に

よ
り
流
失
し
、
そ
れ
以
後
は
上
流
の
桃
山
発
電
所
か
ら

直
接
導
水
し
て
い
ま
す
。
水
圧
鉄
管
は
、
長
さ
五
十
七

ｍ
の
も
の
を
二
条
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
建
屋
は
、
発
電
室
は
平
屋
建
て
、
そ
の
他
は
三

階
建
て
で
、
煉
瓦
造
り
で
す
が
白
タ
イ
ル
が
張
ら
れ
た

瀟
洒
な
外
観
で
す
。
屋
根
の
縁
に
波
形
の
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
、
屋
根
に
載
っ
て
い
る
八
角
形
の
小
塔
が
特
徴

的
で
す
。
須
原
発
電
所
に
隣
接
す
る
木
曽
川
電
力
資
料

館
は
、
木
曽
川
の
水
力
開
発
に
関
す
る
貴
重
な
歴
史
資

料
や
水
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
先
人
達
の
偉
業
や
当
時

の
面
影
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
年
、
経
済
産
業
省
が
日

本
の
産
業
近
代
化
に
貢
献
し
た
建
造
物
な
ど
を
文
化
遺

産
と
し
て
認
定
し
た
近
代
化
産
業
遺
産
に
、「
近
畿
の
経

済
や
中
部
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
た
中
部
山
岳
地
域
の

電
源
開
発
の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
の

「
木
曽
川
の
水
力
発
電
関
連
遺
産
」
と
し
て
、
大
桑
発
電

所
、
須
原
発
電
所
、
大
井
ダ
ム
、
大
井
発
電
所
、
旧
八

百
津
発
電
所
、
桃
介
橋
、
福
沢
桃
介
記
念
館
、
読
書
発

電
所
、
柿
其
水
路
橋
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
桑
村
域
で
は
、
九
ヶ
所
の
水
力
発
電
所
（
大

桑
・
須
原
・
田
光
・
橋
場
・
相
之
沢
・
木
曽
・
伊
奈

川
・
伊
奈
川
第
二
・
大
桑
野
尻
）
と
二
基
の
発
電
用
ダ

ム
（
伊
奈
川
・
読
書
）
が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
運
転
を
開
始
し
た
木
曽
発

電
所
は
、
認
可
最
大
出
力
一
一
六
，
〇
〇
〇
�
で
木
曽

川
水
系
最
大
の
発
電
所
で
、
王
滝
川
の
木
曽
川
合
流
点

に
設
け
た
木
曽
ダ
ム
か
ら
約
十
七
・
六
㎞
の
導
水
路
に

よ
っ
て
木
曽
発
電
所
に
導
き
、
こ
の
間
の
落
差
で
発
電

し
て
い
ま
す
。

　
大
桑
村
東
部
を
流
れ
る
伊
奈
川
は
、
昭
和
初
期
ま
で

に
田
光
・
橋
場
・
相
之
沢
発
電
所
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
電
源
開
発
の
余
地
が
残
さ
れ
た
支
流
で

し
た
。
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
上
流
部
の
伊
奈

川
ダ
ム
建
設
に
着
工
し
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）

年
に
完
成
、
同
年
伊
奈
川
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
は
、

伊
奈
川
第
二
発
電
所
が
運
転
を
開
始
、
こ
う
し
た
開
発

に
よ
っ
て
木
曽
川
の
発
電
は
出
力
一
〇
〇
万
kw
を
超
え

ま
し
た
が
、
開
発
可
能
な
地
点
は
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。二

．
未
来
へ
つ
な
ぐ
再
生
可
能

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
百
周
年
記
念
式
典
で
、
関
西
電
力
の
水
力
事
業
本
部

長
は
、「
水
力
発
電
は
需
要
に
応
じ
て
増
減
で
き
る
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
防
災
の
面
で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
」

と
、
水
力
発
電
の
将
来
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
水
力
発
電
は
、
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、

電
力
需
要
の
変

化
に
素
早
く
対

応
（
出

力

調

整
）
が
可
能
と

い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
世
界

的
に
脱
炭
素
の

動
き
が
加
速
す

る
な
か
で
再
生

可

能

エ

ネ

ル

ギ
ー
と
し
て
あ

ら
た
め
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
平
成

三
十
（
二
〇
一
八
）
年
制
定
）
で
は
、
発
電
利
用
さ
れ
て

い
な
い
既
存
ダ
ム
へ
の
発
電
設
備
の
設
置
や
、
未
開
発

の
中
小
水
力
の
活
用
な
ど
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
木
曽
川
は
電
源
開
発
の
先
進
地
域
で
し
た
か
ら
、
大

規
模
開
発
の
余
地
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
支
流

に
お
け
る
小
規
模
な
開
発
や
発
電
設
備
の
更
新
な
ど
に

よ
り
、
発
電
量
の
増
強
を
図
っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
発

電
量
一
〇
，
〇
〇
〇
㎞
以
下
の
水
力
発
電
施
設
は
小
水

力
発
電
よ
ば
れ
、
河
川
、
農
業
用
水
、
砂
防
ダ
ム
、
上

下
水
道
な
ど
で
、
現
在
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮
し
た

発
電
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
例
と
し
て
、
大
桑
村
の
大
桑
野
尻
発
電
所
は
既
設

の
読
書
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
発
電
施
設
で
、
平
成
二
十

三
（
二
〇
一
一
）
年
に
運
転
を
開
始
し
た
河
川
維
持
流

量
を
利
用
す
る
発
電
所
で
す
。
河
川
維
持
流
量
は
、
ダ

ム
下
流
の
河
川
流
量
を
一
定
程
度
保
つ
た
め
に
放
流
さ

れ
る
水
で
す
が
、
発
電
の
観
点
か
ら
は
無
駄
に
流
し
て

い
た
水
で
、
こ
れ
を
有
効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
発
電

所
を
設
置
し
ま
し
た
。

三
．
既
存
ダ
ム
の
新
た
な
役
割

　
大
桑
・
須
原
発
電
所
の
百
周
年
式
典
で
は
、
発
電
用

ダ
ム
の
防
災
面
で
の
活
用
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
り
ま

し
た
。
梅
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

河
川
の
氾
濫
や
内
水
氾
濫
な
ど
で
大
き
な
災
害
が
毎
年

の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
十
二
月
、
国
が
示
し
た
「
既

存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
向
け
た
基
本
方

針
」
で
は
、
緊
急
時
に
お
い
て
既
存
ダ
ム
の
有
効
貯
水

容
量
を
洪
水
調
節
に
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係

省
庁
の
密
接
な
連
携
の
下
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
主
要
な
方
針
と

し
て
、「
治
水
協
定
の
締
結
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）

年
五
月
、
木
曽
川
水
系
ダ
ム
管
理
連
絡
調
整
協
議
会
で
、

木
曽
川
水
系
に
お
け
る
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の

強
化
や
事
前
放
流
の
実
施
方
針
な
ど
を
含
む
治
水
協
定

を
、
水
系
内
の
全
て
の
既
存
ダ
ム
（
四
十
五
基
）
を
対

象
と
し
て
締
結
し
ま
し
た
。
木
曽
川
水
系
内
の
ダ
ム
が

洪
水
調
節
に
利
用
し
て
い
る
容
量
（
洪
水
調
節
容
量
）

は
、
全
体
で
最
大
約
二
億
五
，
三
〇
〇
万
㎥
で
し
た
が
、

治
水
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
新
た
に
最
大
約
三
億
一
〇

〇
万
㎥
の
洪
水
調
節
可
能
容
量
が
確
保
さ
れ
、
洪
水
調

節
に
利
用
可
能
な
容
量
は
約
２
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
桑
村
の
百
周
年
を
迎
え
た
歴
史
的

な
施
設
に
お
い
て
も
、
防
災
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
ま
た
新
た
な
歴
史
を

刻
み
始
め
て
い
ま
す
。

し
ず
　
も

よ
み
か
き

け
ん

ち

し
ょ
う

し
ゃ

か
き
ぞ
れ

地域の歴史地域の歴史
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長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
の
鉢
盛
山
を
発
し
た
木
曽

川
は
、
左
右
の
山
地
か
ら
流
入
す
る
支
流
を
合
わ
せ

て
、
深
い
谷
と
な
り
南
西
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
右
岸
側
は
、
御
嶽
山
の
広
大
な
裾
野
や
阿
寺

山
地
で
、
木
曽
山
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
一
大
産
地

で
し
た
。

　
ま
た
左
岸
側
は
、
三
，
〇
〇
〇
ｍ
近
い
山
嶺
が
連
な

る
中
央
ア
ル
プ
ス
が
間
近
に
迫
る
急
峻
な
地
形
で
、

木
曽
川
に
流
れ
下
る
支
流
も
急
流
が
多
く
、
土
石
流

災
害
の
多
発
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鋼製部の高さが日本一となった
越百川第３砂防堰堤

■
参
考
文
献

「
越
百
川
第
３
砂
防
堰
堤
」

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

「
木
曽
川
砂
防
の
あ
ゆ
み
」
　

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

「
越
百
川
第
３
砂
防
堰
堤
の
段
階
施
工
中
に
お
け
る

 
 

流
木
捕
捉
事
例
に
つ
い
て
」

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

市
川
東
大
ほ
か

一
．
伊
奈
川
水
系
越
百
川
の
概
要

　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
多
治
見
砂
防
国
道
事

務
所
で
は
、
木
曽
川
上
流
部
（
木
曽
郡
上
松
町
・
大
桑

村
・
南
木
曽
町
・
中
津
川
市
）
の
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら

恵
那
山
に
わ
た
り
、
木
曽
川
直
轄
砂
防
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
対
象
河
川
は
、
十
王
沢
川
、
滑
川
、
伊

奈
川
、
与
川
、
蘭
川
、
落
合
川
、
子
野
川
、
中
津
川
で
、

こ
れ
ら
河
川
は
い
ず
れ
も
河
床
勾
配
が
急
で
、
多
く
の

土
砂
が
山
地
部
か
ら
流
れ
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
域
は
、
木
曽
川
左
岸
沿
い
の
南
北
四
十
二

㎞
・
東
西
約
十
㎞
の
範
囲
で
、
流
域
面
積
は
五
三
八
㎢

に
お
よ
び
ま
す
。
事
業
の
歴
史
は
、
昭
和
七
（
一
九
三

二
）
年
の
四
ツ
目
川
災
害
を
契
機
に
昭
和
十
二
（
一
九

三
七
）
年
度
よ
り
直
轄
砂
防
事
業
が
開
始
さ
れ
、
中
津

川
市
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
中
央
ア
ル
プ
ス
を
背
後
に
も
つ
長
野
県
木
曽

郡
の
地
域
は
、
明
治
初
期
に
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
の
ヨ

ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
の
提
唱
に
よ
り
、
明
治
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
か
ら
砂
防
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
か
け
て
土
砂
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
砂
防
調

査
を
行
い
、
特
に
荒
廃
の
著
し
い
滑
川
、
伊
奈
川
、
与

川
、
蘭
川
の
各
流
域
に
対
し
て
昭
和
五
十
三
（
一
九
七

八
）
年
に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。

　
大
桑
村
で
は
、
駒
ヶ
岳
に
源
を
発
し
大
桑
村
橋
場
で

木
曽
川
に
注
ぐ
流
域
面
積
一
二
〇
㎢
の
伊
奈
川
水
系
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
伊
奈
川
水
系
の
な
か
で
も
、

越
百
山
か
ら
安
平
路
山
に
か
け
て
連
な
る
標
高
二
，
〇

〇
〇
ｍ
以
上
の
稜
線
に
源
を
発
し
、
多
く
の
谷
川
を
合
わ

せ
て
流
下
す
る
越
百
川
は
、
流
域
面
積
二
十
九
㎢
、
平
均

河
床
勾
配
一
／
六
の
急
流
河
川
で
、
土
石
流
発
生
区
間
で

あ
り
、
地
形
が
急
峻
で
す
。
地
質
的
に
は
山
岳
部
の
中
央

が
新
規
花
崗
岩
お
よ
び
石
英
斑
岩
か
ら
成
っ
て
い
ま
す

が
、
特
に
花
崗
岩
の
風
化
が
著
し
く
、
断
層
の
発
達
も
大

き
い
た
め
、
崩
壊
土
砂
の
生
産
が
活
発
で
す
。

　
地
域
の
年
平
均
降
水
量
は
二
，
四
九
一
㎜
／
年
で
、

全
国
平
均
値
一
，
七
〇
〇
㎜
／
年
の
一
・
五
倍
程
度
で
、

特
に
夏
場
の
降
水
量
が
多
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
石
流
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
地
域

で
す
。二

．
越
百
川
第
３
砂
防
堰
堤
の

　
　
計
画

　
越
百
川
で
の
直
轄
砂
防
事
業
は
、
昭
和
六
十
一
年
度

か
ら
越
百
川
第
１
砂
防
堰
堤
（
不
透
過
型
、
高
さ
二
十

ｍ
）
の
建
設
が
始
め
ら
れ
、
平
成
元
年
度
竣
工
し
ま
し

た
。
平
成
十
二
年
度
に
は
、
第
２
砂
防
堰
堤
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
リ
ッ
ト
、
高
さ
十
四
・
五
ｍ
）
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
度
に
第
１
砂
防
堰
堤
の
改
良
と
そ
の
他

の
砂
防
堰
堤
の
配
置
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
う
ち
第
３
砂

防
堰
堤
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
リ
ッ
ト
、
高
さ
十
四
・
五

ｍ
）
に
つ
い
て
設
計
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
砂
防
堰
堤
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
流
出
土
砂

を
捕
捉
し
、
基
幹
的
な
堰
堤
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
計
画
地
点
の
直
下
に
不
透
過
の
第
１
砂
防

堰
堤
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ス

リ
ッ
ト
の
第

２
砂
防
堰
堤

が
設
置
さ
れ

て

い

た

た

め
、
流
域
全

体
の
超
過
流

出
土
砂
量
の

す
べ
て
を
第

３
砂
防
堰
堤

で
捕
捉
す
る

必
要
は
な
い

こ

と

か

ら
、

あ
る
程
度
の

量
を
既
存
の

砂
防
堰
堤
に

負
担
さ
せ
る

こ
と
を
前
提

に
、
第
３
砂

防
堰
堤
の
高

さ

は

二

十

六
・
五
ｍ
に

決
ま
り
ま
し

た
。

　
計
画
さ
れ
た
第
３
砂
防
堰
堤
は
透
過
型
ハ
イ
ダ
ム

で
、
施
設
全
体
の
幅
は
三
十
一
ｍ
、
鋼
管
高
二
十
一
ｍ

は
国
内
一
の
高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
堤
高
の
高
い
施

設
は
、
最
初
の
土
石
流
で
満
砂
に
な
る
可
能
性
が
低
い

と
考
え
、
上
部
の
ス
リ
ッ
ト
幅
を
下
部
の
ス
リ
ッ
ト
幅

よ
り
も
狭
く
設
計
す
る
こ
と
で
、
捕
捉
機
能
の
効
果
と

「
流
す
砂
防
」
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
堰
堤
建
設
工
事
に
と
も
な
う
掘
削
に
よ
り

地
す
べ
り
活
動
を
促
進
さ
せ
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
左
岸
側
の
地
山
は
極
力
掘
削
せ
ず
、
人
工
地
山

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
所
定
の
根
入
れ
を
確
保
す
る

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
越
百

川
第
３
砂
防
堰
は
平
成
二
十
五
年
度
に
着
工
し
、
令
和

二
年
度
に
竣
工
し
ま
し
た
。

三
．
段
階
施
工
に
お
け
る

　
　
流
木
捕
捉

　
大
規
模
な
第
３
砂
防
堰
堤
は
、
施
工
が
複
数
年
に
わ

た
る
た
め
、
初
年
度
に
非
越
流
部
と
鋼
製
部
を
一
定
の

高
さ
ま
で
施
工
し
、
次
年
度
以
降
に
残
り
の
部
分
を
段

階
的
に
施
工
し
ま
し
た
。

　
ハ
イ
ダ
ム
で
段
階
工
法
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
の

は
、
格
子
形
の
柱
部
材
が
直
立
し
て
お
り
架
設
が
安

全
・
容
易
で
あ
る
こ
と
、
工
場
製
作
時
の
誤
差
の
許
容

値
を
通
常
の
一
／
二
以
下
を
目
標
と
す
る
高
い
精
度
に

よ
り
ま
す
。
第
二
期
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
既
設
範
囲

の
起
工
測
量
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
国
土
交
通

省
の
規
格
内
で
し
た
が
、
出
来
形
精
度
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
た
め
、
一
部
の
部
材
に
つ
い
て
工
場
製
作
時
に

部
材
長
を
微
調
整
す
る
対
応
を
し
ま
し
た
。

　
施
工
中
の
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
に
越
百

川
で
出
水
が
あ
り
、
第
二
期
施
工
が
完
成
し
て
い
た
第

３
砂
防
堰
堤
で
流
木
お
よ
び
土
砂
が
捕
捉
さ
れ
ま
し

た
。
鋼
製
部
の
捕
捉
面
は
第
一
期
施
工
の
高
さ
程
度

（
約
七
ｍ
）
ま
で
流
木
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
上
流
側
に
土

砂
を
堆
積
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
目
視
で
長
さ
三
～
四
ｍ
、

径
〇
・
三
ｍ
程
度
の
流
木
が
捕
捉
さ
れ
、
開
口
部
が
閉

塞
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
土
砂
が
堆
積
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
今
回
の
出
水
で
は
、
鋼
製
部
に
お
い

て
流
木
が
捕
捉
さ
れ
開
口
部
が
閉
塞
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
土
砂
が
堆
積
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

矢
垂
沢
砂
防
堰
堤
に
お
け
る
施
設
効
果

（
長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
）
　

　
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
八
月
十
二
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
、

須
原
雨
量
観
測
所
（
長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
）
に
お
い
て
、
連
続

雨
量
三
三
一
㎜
（
八
月
十
二
日
十
七
時
～
十
六
日
一
時
）、
時
間
最

大
雨
量
四
十
一
㎜
（
八
月
十
四
日
二
十
一
時
～
八
月
十
四
日
二
十

二
時
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
木
曽
川
支
流
の
伊
奈
川
流
域
を
流
れ
る
矢
垂
沢
で
は
、

土
砂
の
移
動
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
矢
垂
沢
に
お
い
て
は
、
平

成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
も
同
程
度
の
降
雨
で
土
砂
流
出
が
発

生
し
、
村
道
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
て
お
り
、
そ
の
対

策
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度

の
土
砂
移
動
で
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
が
土
砂
を
捕
捉
し
、
下
流

地
区
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
の
鉢
盛
山
を
発
し
た
木
曽

川
は
、
左
右
の
山
地
か
ら
流
入
す
る
支
流
を
合
わ
せ

て
、
深
い
谷
と
な
り
南
西
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
右
岸
側
は
、
御
嶽
山
の
広
大
な
裾
野
や
阿
寺

山
地
で
、
木
曽
山
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
一
大
産
地

で
し
た
。

　
ま
た
左
岸
側
は
、
三
，
〇
〇
〇
ｍ
近
い
山
嶺
が
連
な

る
中
央
ア
ル
プ
ス
が
間
近
に
迫
る
急
峻
な
地
形
で
、

木
曽
川
に
流
れ
下
る
支
流
も
急
流
が
多
く
、
土
石
流

災
害
の
多
発
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鋼製部の高さが日本一となった
越百川第３砂防堰堤

■
参
考
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献
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３
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国
道
事
務
所

「
越
百
川
第
３
砂
防
堰
堤
の
段
階
施
工
中
に
お
け
る

 
 

流
木
捕
捉
事
例
に
つ
い
て
」

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

市
川
東
大
ほ
か

一
．
伊
奈
川
水
系
越
百
川
の
概
要

　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
多
治
見
砂
防
国
道
事

務
所
で
は
、
木
曽
川
上
流
部
（
木
曽
郡
上
松
町
・
大
桑

村
・
南
木
曽
町
・
中
津
川
市
）
の
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら

恵
那
山
に
わ
た
り
、
木
曽
川
直
轄
砂
防
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
対
象
河
川
は
、
十
王
沢
川
、
滑
川
、
伊

奈
川
、
与
川
、
蘭
川
、
落
合
川
、
子
野
川
、
中
津
川
で
、

こ
れ
ら
河
川
は
い
ず
れ
も
河
床
勾
配
が
急
で
、
多
く
の

土
砂
が
山
地
部
か
ら
流
れ
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
域
は
、
木
曽
川
左
岸
沿
い
の
南
北
四
十
二

㎞
・
東
西
約
十
㎞
の
範
囲
で
、
流
域
面
積
は
五
三
八
㎢

に
お
よ
び
ま
す
。
事
業
の
歴
史
は
、
昭
和
七
（
一
九
三

二
）
年
の
四
ツ
目
川
災
害
を
契
機
に
昭
和
十
二
（
一
九

三
七
）
年
度
よ
り
直
轄
砂
防
事
業
が
開
始
さ
れ
、
中
津

川
市
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
中
央
ア
ル
プ
ス
を
背
後
に
も
つ
長
野
県
木
曽

郡
の
地
域
は
、
明
治
初
期
に
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
の
ヨ

ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
の
提
唱
に
よ
り
、
明
治
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
か
ら
砂
防
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
か
け
て
土
砂
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
砂
防
調

査
を
行
い
、
特
に
荒
廃
の
著
し
い
滑
川
、
伊
奈
川
、
与

川
、
蘭
川
の
各
流
域
に
対
し
て
昭
和
五
十
三
（
一
九
七

八
）
年
に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。

　
大
桑
村
で
は
、
駒
ヶ
岳
に
源
を
発
し
大
桑
村
橋
場
で

木
曽
川
に
注
ぐ
流
域
面
積
一
二
〇
㎢
の
伊
奈
川
水
系
が

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
伊
奈
川
水
系
の
な
か
で
も
、

越
百
山
か
ら
安
平
路
山
に
か
け
て
連
な
る
標
高
二
，
〇

〇
〇
ｍ
以
上
の
稜
線
に
源
を
発
し
、
多
く
の
谷
川
を
合
わ

せ
て
流
下
す
る
越
百
川
は
、
流
域
面
積
二
十
九
㎢
、
平
均

河
床
勾
配
一
／
六
の
急
流
河
川
で
、
土
石
流
発
生
区
間
で

あ
り
、
地
形
が
急
峻
で
す
。
地
質
的
に
は
山
岳
部
の
中
央

が
新
規
花
崗
岩
お
よ
び
石
英
斑
岩
か
ら
成
っ
て
い
ま
す

が
、
特
に
花
崗
岩
の
風
化
が
著
し
く
、
断
層
の
発
達
も
大

き
い
た
め
、
崩
壊
土
砂
の
生
産
が
活
発
で
す
。

　
地
域
の
年
平
均
降
水
量
は
二
，
四
九
一
㎜
／
年
で
、

全
国
平
均
値
一
，
七
〇
〇
㎜
／
年
の
一
・
五
倍
程
度
で
、

特
に
夏
場
の
降
水
量
が
多
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
石
流
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
地
域

で
す
。二

．
越
百
川
第
３
砂
防
堰
堤
の

　
　
計
画

　
越
百
川
で
の
直
轄
砂
防
事
業
は
、
昭
和
六
十
一
年
度

か
ら
越
百
川
第
１
砂
防
堰
堤
（
不
透
過
型
、
高
さ
二
十

ｍ
）
の
建
設
が
始
め
ら
れ
、
平
成
元
年
度
竣
工
し
ま
し

た
。
平
成
十
二
年
度
に
は
、
第
２
砂
防
堰
堤
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
リ
ッ
ト
、
高
さ
十
四
・
五
ｍ
）
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
十
三
年
度
に
第
１
砂
防
堰
堤
の
改
良
と
そ
の
他

の
砂
防
堰
堤
の
配
置
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
う
ち
第
３
砂

防
堰
堤
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
リ
ッ
ト
、
高
さ
十
四
・
五

ｍ
）
に
つ
い
て
設
計
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
砂
防
堰
堤
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
流
出
土
砂

を
捕
捉
し
、
基
幹
的
な
堰
堤
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
計
画
地
点
の
直
下
に
不
透
過
の
第
１
砂
防

堰
堤
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ス

リ
ッ
ト
の
第

２
砂
防
堰
堤

が
設
置
さ
れ

て

い

た

た

め
、
流
域
全

体
の
超
過
流

出
土
砂
量
の

す
べ
て
を
第

３
砂
防
堰
堤

で
捕
捉
す
る

必
要
は
な
い

こ

と

か

ら
、

あ
る
程
度
の

量
を
既
存
の

砂
防
堰
堤
に

負
担
さ
せ
る

こ
と
を
前
提

に
、
第
３
砂

防
堰
堤
の
高

さ

は

二

十

六
・
五
ｍ
に

決
ま
り
ま
し

た
。

　
計
画
さ
れ
た
第
３
砂
防
堰
堤
は
透
過
型
ハ
イ
ダ
ム

で
、
施
設
全
体
の
幅
は
三
十
一
ｍ
、
鋼
管
高
二
十
一
ｍ

は
国
内
一
の
高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
堤
高
の
高
い
施

設
は
、
最
初
の
土
石
流
で
満
砂
に
な
る
可
能
性
が
低
い

と
考
え
、
上
部
の
ス
リ
ッ
ト
幅
を
下
部
の
ス
リ
ッ
ト
幅

よ
り
も
狭
く
設
計
す
る
こ
と
で
、
捕
捉
機
能
の
効
果
と

「
流
す
砂
防
」
を
両
立
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
堰
堤
建
設
工
事
に
と
も
な
う
掘
削
に
よ
り

地
す
べ
り
活
動
を
促
進
さ
せ
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
左
岸
側
の
地
山
は
極
力
掘
削
せ
ず
、
人
工
地
山

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
所
定
の
根
入
れ
を
確
保
す
る

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
越
百

川
第
３
砂
防
堰
は
平
成
二
十
五
年
度
に
着
工
し
、
令
和

二
年
度
に
竣
工
し
ま
し
た
。

三
．
段
階
施
工
に
お
け
る

　
　
流
木
捕
捉

　
大
規
模
な
第
３
砂
防
堰
堤
は
、
施
工
が
複
数
年
に
わ

た
る
た
め
、
初
年
度
に
非
越
流
部
と
鋼
製
部
を
一
定
の

高
さ
ま
で
施
工
し
、
次
年
度
以
降
に
残
り
の
部
分
を
段

階
的
に
施
工
し
ま
し
た
。

　
ハ
イ
ダ
ム
で
段
階
工
法
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
の

は
、
格
子
形
の
柱
部
材
が
直
立
し
て
お
り
架
設
が
安

全
・
容
易
で
あ
る
こ
と
、
工
場
製
作
時
の
誤
差
の
許
容

値
を
通
常
の
一
／
二
以
下
を
目
標
と
す
る
高
い
精
度
に

よ
り
ま
す
。
第
二
期
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
既
設
範
囲

の
起
工
測
量
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
国
土
交
通

省
の
規
格
内
で
し
た
が
、
出
来
形
精
度
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
た
め
、
一
部
の
部
材
に
つ
い
て
工
場
製
作
時
に

部
材
長
を
微
調
整
す
る
対
応
を
し
ま
し
た
。

　
施
工
中
の
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
に
越
百

川
で
出
水
が
あ
り
、
第
二
期
施
工
が
完
成
し
て
い
た
第

３
砂
防
堰
堤
で
流
木
お
よ
び
土
砂
が
捕
捉
さ
れ
ま
し

た
。
鋼
製
部
の
捕
捉
面
は
第
一
期
施
工
の
高
さ
程
度

（
約
七
ｍ
）
ま
で
流
木
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
上
流
側
に
土

砂
を
堆
積
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
目
視
で
長
さ
三
～
四
ｍ
、

径
〇
・
三
ｍ
程
度
の
流
木
が
捕
捉
さ
れ
、
開
口
部
が
閉

塞
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
土
砂
が
堆
積
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
今
回
の
出
水
で
は
、
鋼
製
部
に
お
い

て
流
木
が
捕
捉
さ
れ
開
口
部
が
閉
塞
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
土
砂
が
堆
積
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

矢
垂
沢
砂
防
堰
堤
に
お
け
る
施
設
効
果

（
長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
）
　

　
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
八
月
十
二
日
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
、

須
原
雨
量
観
測
所
（
長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
）
に
お
い
て
、
連
続

雨
量
三
三
一
㎜
（
八
月
十
二
日
十
七
時
～
十
六
日
一
時
）、
時
間
最

大
雨
量
四
十
一
㎜
（
八
月
十
四
日
二
十
一
時
～
八
月
十
四
日
二
十

二
時
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
木
曽
川
支
流
の
伊
奈
川
流
域
を
流
れ
る
矢
垂
沢
で
は
、

土
砂
の
移
動
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
矢
垂
沢
に
お
い
て
は
、
平

成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
も
同
程
度
の
降
雨
で
土
砂
流
出
が
発

生
し
、
村
道
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
て
お
り
、
そ
の
対

策
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度

の
土
砂
移
動
で
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
が
土
砂
を
捕
捉
し
、
下
流

地
区
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
ヶ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
等
に
つ
い
て
も
余
り
触
れ
ら
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
本
号
は
一
二
一
号
か
ら
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の
設

置
経
緯
の
第
四
編
（
最
終
稿
）
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第四編

閘門設置場所の決定と幻の閘門

一
．
は
じ
め
に

　
一
二
一
号
ま
で
に
、
請
願
書
が
要
望
し
た
三
ヶ
所
の

設
置
場
所
の
内
、「
適
当
な
場
所
一
ヶ
所
」
で
の
閘
門
設

置
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
要
望
し
た
三
ヶ
所
が
結
果
的
に
全
て

「
不
適
」
と
判
定
さ
れ
、
閘
門
が
立
田
村
大
字
船
頭
平
地

内
（
現
愛
西
市
立
田
町
福
原
）
に
設
置
さ
れ
る
に
至
る

経
緯
、
ま
た
、
最
後
に
閘
門
設
置
後
の
明
治
四
十
二
（
一

九
〇
九
）
年
に
湧
き
あ
が
っ
た
鰻
江
川
あ
る
い
は
青
鷺

川
で
の
閘
門
設
置
の
建
議
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま

す
。

二
．
舟
運
の
連
絡
路

　
木
曽
三
川
か
ら
桑
名
港
へ
の
連
絡
路
は
、

①
長
良
川
と
揖
斐
川
と
を
連
絡
す
る
油
島
喰
違
、

②
木
曽
川
右
岸
の
現
長
島
町
松
ヶ
島
南
端
か
ら
、
長
島

　
輪
中
を
西
進
し
て
長
良
川
に
通
じ
る
鰻
江
川
、

③
現
木
曽
川
大
橋
右
岸
か
ら
、
桑
名
港
下
流
部
に
通

　
じ
る
七
里
の
渡
し
の
「
内
廻
り
航
路
」
で
あ
っ
た
青

　
鷺
川
、

④
青
鷺
川
対
岸
の
木
曽
川
左
岸
（
現
桑
名
郡
木
曽
岬
町

　
白
鷺
）
で
分
派
し
て
、
東
の
鍋
田
川
を
経
て
伊
勢
湾

　
に
出
る
白
鷺
川

で
し
た
。

　
請
願
書
で
の
閘
門
設
置
位
置
に
つ
い
て
、
請
願
書
の

添
付
資
料
と
考
え
ら
れ
る
「
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設

立
請
願
ニ
付
実
況
陳
述
」
は
、
木
材
や
物
資
の
運
搬
状

況
を
記
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
木
曽
川
を
下
っ
て

桑
名
へ
運
ば
れ
る
材
木
は
、
年
間
約
十
四
万
本
（
民
間

十
万
本
、
御
料
局
四
万
本
）
で
あ
り
、
鰻
江
川
を
通
っ

て
桑
名
を
目
指
す
人
や
米
・
雑
貨
の
舟
数
は
、
一
日
平

均
で
計
約
一
〇
六
艘
（
四
十
石
～
八
十
石
積
）
で
、
青

鷺
川
は
こ
れ
よ
り
や
や
少
な
く
、
油
島
喰
違
で
は
鰻
江

川
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
舟
数
は
片
道
な
の
で
、
往
復
で
は
一
日
平
均
で

約
二
〇
〇
艘
が
鰻
江
川
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の

舟
筏
が
鰻
江
川
を
航
行
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
述
し
た
油

島
喰
違
、
鰻
江

川
、
青

鷺

川
、

白
鷺
川
の
舟
運

連
絡
路
は
、
桑

名
・
名
古
屋
間

の
東
西
方
向
を

結
ぶ
重
要
な
連

絡
路
で
あ
り
、

そ
の
中
で
鰻
江

川
は
大
切
な
連

絡
路
で
し
た
。

　
明

治

二

十

（
一
八
八
七
）
年
に
明
治
改
修
工
事
が
現
長
島
町
横
満
蔵

地
点
か
ら
開
始
す
る
と
、
青
鷺
川
が
す
ぐ
さ
ま
締
切
ら

れ
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
ま
で
に
鰻
江
川
と

白
鷺
川
も
締
切
ら
れ
ま
し
た
。
唯
一
残
っ
て
い
た
油
島

喰
違
も
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
締
め
切
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
鰻
江
川
の
締
切
り
以
前
に
は
、
桑
名
・
熱
田
間
を
往

復
す
る
舟
は
約
六
万
艘
ほ
ど
で
し
た
が
、
木
曽
川
右
岸

側
で
の
鰻
江
川
の
締
切
り
以
後
、
約
一
万
艘
余
り
に
減

少
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
長
良
川
左
岸
側
の
鰻
江
川

合
流
部
五
十
二
間
（
約
九
十
五
ｍ
）
は
、
明
治
三
十
八

（
一
九
〇
五
）
年
に
締
切
ら
れ
ま
し
た
。

三
．
設
置
位
置
の
検
討

　
理
想
的
な
閘
門
の
設
置
場
所
は
、
木
曽
三
川
上
流
域

か
ら
の
舟
や
筏
が
ど
の
河
道
か
ら
で
も
桑
名
に
到
着

し
、
桑
名
に
集
積
し
た
米
や
雑
貨
等
の
生
活
物
資
を
下

流
部
の
沿
川
各
地
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
木
材
（
筏
）

は
桑
名
と
白
鳥
の
両
貯
木
場
間
を
移
動
さ
せ
得
る
こ
と

で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
場
所
と
し

て
、
三
地
点
が
請
願
に
選
ば
れ
た
の
で
す
が
、「
適
当
な

場
所
と
し
て
一
ヶ
所
」
を
選
択
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま

し
た
。

　
請
願
し
た
三
地
点
の
優
劣
を
検
討
す
る
と
、
以
下
の

通
り
で
し
た
。

①
油
島
喰
違
地
点
で
は
、
新
設
の
揖
斐
・
長
良
川
背
割

堤
に
一
対
の
閘
門
を
設
置
す
れ
ば
良
い
が
、
物
資
輸
送

幹
川
の
新
木
曽
川
が
新
長
良
川
と
連
絡
し
て
い
な
い
の

で
「
不
適
格
」
で
あ
る
。

②
青
鷺
川
西
南
部
の
地
域
（
旧
老
松
輪
中
）
は
、
万
延

元
（
一
八
六
〇
）
年
五
月
の
暴
風
雨
や
高
潮
で
海
中
に

没
し
た
地
で
あ
る
。
旧
地
主
達
は
、
木
曽
川
導
流
堤
の

海
中
で
の
石
堤
部
が
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十

月
に
完
成
後
、
自
費
で
西
南
海
面
に
築
堤
し
て
再
開
発

（
白
鶏
新
田
と
松
蔭
新
田
）
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
は
再
開
発
中
に
も
、
明

治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
の
濃

尾
地
震
以
外
に
、
少
な
く
と
も
明

治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
と
明

治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
大

暴
風
雨
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
地

で
あ
り
、
青
鷺
川
の
終
・
始
端
部

の
ど
ち
ら
か
に
一
対
の
閘
門
を
設

置
す
る
場
合
は
、
青
鷺
川
両
岸
に

土
地
を
守
る
た
め
の
高
い
堤
防
を

築
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
は
終
・

始
端
部
二
ヶ
所
に
閘
門
を
各
一
対

建
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
ど
ち
ら

に
し
て
も
費
用
が
嵩
む
。

③
鰻
江
川
の
北
に
位
置
す
る
長
島

輪
中
は
土
地
が
低
く
、
江
戸
時
代

か
ら
悪
水
（
水
捌
け
の
悪
い
水
田

の
溜
水
な
ど
）
排
除
に
苦
労
し
て

き
た
。

　
そ
こ
で
改
修
計
画
で
は
、
長
島

輪
中
の
悪
水
排
水
を
改
良
す
る
た

め
に
、
輪
中
内
の
悪
水
を
鰻
江
川

に
集
め
、
そ
の
流
末
か
ら
「
鰻
江

川
流
末
水
路
」
で
新
堤
沿
い
に
悪

水
を
下
流
に
導
い
て
揖
斐
川
に
放

流
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
閘
門
を
鰻
江
川
の

両
端
部
に
設
置
し
て
鰻
江
川
を
水

路
と
し
て
残
す
と
、
輪
中
か
ら
排

出
さ
れ
る
悪
水
を
伏
越
（
サ
イ
フ
ォ
ン
）
で
鰻
江
川
の

下
を
通
す
必
要
が
生
じ
、
ま
た
、
閘
門
を
終
・
始
端
部

の
ど
ち
ら
か
に
一
対
だ
け
設
置
す
る
な
ら
ば
、
青
鷺
川

の
場
合
と
同
様
に
両
岸
に
堅
牢
な
堤
防
を
築
く
必
要
が

生
じ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
多
大
の
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
②
青
鷺
川
と
③
鰻
江
川
で
は
、

費
用
面
で
③
鰻
江
川
の
ほ
う
が
上
回
る
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
舟
運
路
と
し
て
の
実
績
よ
り
、
鰻
江
川
が
「
適

格
」
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

四
．
新
候
補
地
の
船
頭
平
地
内

　
一
方
、
新
た
な
閘
門
設
置
候
補
地
と
し
て
、
新
木
曽

川
の
掘
削
で
飛
地
と
な
っ
た
立
田
村
大
字
船
頭
平
地
内

が
浮
上
し
ま
し
た
。

　
船
頭
平
閘
門
の
工
事
内
容
を
記
し
た
『
閘
門
工
』
に

は
、
鰻
江
川
と
船
頭
平
地
内
の
二
ヶ
所
で
の
適
否
が
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、『
閘
門
工
』
は
著
者
や
発
行

年
が
不
明
で
、
カ
ー
ボ
ン
紙
を
用
い
た
薄
い
和
紙
に
手

書
き
し
た
本
文
と
表
や
青
焼
き
図
面
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

　
『
閘
門
工
』
で
は
検
討
項
目
と
し
て
、
①
舟
筏
の
利
便

性
、
②
閘
門
の
大
き
さ
に
影
響
す
る
両
地
点
で
の
水
位

の
多
寡
、
③
工
事
の
難
易
に
影
響
す
る
地
質
等
を
挙
げ

て
い
ま
す
が
、
建
設
費
用
の
多
寡
も
重
要
な
検
討
項
目

で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
鰻
江
川
の
地
質
は
船
頭
平
地
内
よ
り
も
複
雑
で
あ

り
、
鰻
江
川
で
の
費
用
の
増
大
が
予
測
さ
れ
ま
し
た
が
、

利
便
性
で
鰻
江
川
は
船
頭
平
地
内
か
ら
約
二
里
下
流
で

桑
名
港
に
隣
接
し
て
お
り
、
桑
名
・
名
古
屋
間
の
航
行

に
関
し
て
明
ら
か
に
船
頭
平
地
内
よ
り
も
優
れ
て
い
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
地
質
と
利
便
性
で
は
一
長
一
短
で
し

た
が
、
費
用
面
で
、
船
頭
平
地
内
に
設
置
す
る
閘
門
は

一
対
で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
鰻
江
川
に
は
二
対
の
閘

門
と
悪
水
用
の
伏
越
し
（
サ
イ
フ
ォ
ン
）
が
必
要
と
な

る
た
め
、
多
大
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
検
討
よ
り
、
閘
門
設
置
位
置
は
船
頭
平
地
内

に
決
定
さ
れ
た
、
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
長
良

川
左
岸
に

沿

う
「
鰻

江
川
流
末

水

路
」
は

施
工
さ
れ

ま
せ
ん
で

し
た
。

　
船
頭
平

地
内
で
の

閘
門
設
置

が
決
定
さ

れ
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
閘
門
設
置
に
関

す
る
諸
調
査
が
終
了
す
る
と
、
翌
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
に
諸
材
料
を
購
入
し
、
床
掘
り
や
矢
板
打
ち
等
の
基

礎
工
事
を
開
始
し
て
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年

に
竣
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
現
閘
門
の
名
前
は
、
地
名
・

船
頭
平
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

五
．
衰
退
す
る
桑
名
の
舟
運

　
こ
の
当
時
、
多
く
の
物
産
は
木
曽
三
川
を
経
て
桑
名

へ
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
二
（
一

八
八
九
）
年
に
は
、
愛
知
県
か
ら
岐
阜
県
を
経
て
滋
賀

県
を
結
ぶ
東
海
道
線
が
全
通
し
、
岐
阜
方
面
か
ら
舟
運

で
桑
名
を
経
て
名
古
屋
へ
向
か
う
物
産
は
鉄
道
輸
送
へ

と
替
わ
り
、
桑
名
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
私
鉄
の
関
西
鉄
道
が
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）

年
に
四
日
市
・
柘
植
（
伊
賀
市
）
間
、
明
治
二
十
七
（
一

八
九
四
）
年
に
は
四
日
市
・
桑
名
間
が
通
じ
、
翌
二
十

八
（
一
八
九
五
）
に
揖
斐
川
鉄
橋
が
完
成
し
て
草
津
市
・

名
古
屋
間
が
全
通
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
に
四
日
市

港
が
開
港
し
、
早
く
も
二
年
後
の
明
治
三
十
四
（
一
九

〇
一
）
年
の
米
の
輸
出
入
金
額
は
桑
名
町
の
約
一
七
〇

万
円
に
対
し
、
四
日
市
市
は
六
倍
強
の
約
一
，
〇
六
七

万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
桑
名
の
水
運
は
、
木
曽
三
川
分
流
工
事
に
よ

る
連
絡
路
（
小
江
）
締
切
り
に
よ
る
東
西
方
向
へ
の
舟

運
路
の
遮
断
に
、
鉄
道
輸
送
や
四
日
市
港
の
開
港
が
追

い
打
ち
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

六
．
揖
斐
川
導
流
堤
と

　
　
分
水
堤
の
建
設

　
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
揖
斐
川
導
流
堤
が

河
口
水
深
維
持
の
目
的
で
追
加
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
導

流
堤
の
始
端
部
は
、
城
南
村
大
字
小
貝
須
（
現
桑
名
市

小
貝
須
）
の
揖
斐
川
新
堤
右
岸
末
端
に
接
続
し
た
全
長

三
，
一
二
〇
間
（
土
堤
一
，
五
〇
〇
間
、
石
堤
一
，
六

二
〇
間
）
の
計
画
で
、
翌
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
一
月

ま
ん
え
ん

こ

が
い

す

船頭平閘門

閘門設置を請願した３地点鰻江川流末からの鰻江川流末水路

『閘門工』(木曽川文庫蔵 )

油島締切堤 (左：長良川、右：揖斐川 )
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
ヶ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
等
に
つ
い
て
も
余
り
触
れ
ら
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
本
号
は
一
二
一
号
か
ら
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の
設

置
経
緯
の
第
四
編
（
最
終
稿
）
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第四編

閘門設置場所の決定と幻の閘門

一
．
は
じ
め
に

　
一
二
一
号
ま
で
に
、
請
願
書
が
要
望
し
た
三
ヶ
所
の

設
置
場
所
の
内
、「
適
当
な
場
所
一
ヶ
所
」
で
の
閘
門
設

置
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
要
望
し
た
三
ヶ
所
が
結
果
的
に
全
て

「
不
適
」
と
判
定
さ
れ
、
閘
門
が
立
田
村
大
字
船
頭
平
地

内
（
現
愛
西
市
立
田
町
福
原
）
に
設
置
さ
れ
る
に
至
る

経
緯
、
ま
た
、
最
後
に
閘
門
設
置
後
の
明
治
四
十
二
（
一

九
〇
九
）
年
に
湧
き
あ
が
っ
た
鰻
江
川
あ
る
い
は
青
鷺

川
で
の
閘
門
設
置
の
建
議
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま

す
。

二
．
舟
運
の
連
絡
路

　
木
曽
三
川
か
ら
桑
名
港
へ
の
連
絡
路
は
、

①
長
良
川
と
揖
斐
川
と
を
連
絡
す
る
油
島
喰
違
、

②
木
曽
川
右
岸
の
現
長
島
町
松
ヶ
島
南
端
か
ら
、
長
島

　
輪
中
を
西
進
し
て
長
良
川
に
通
じ
る
鰻
江
川
、

③
現
木
曽
川
大
橋
右
岸
か
ら
、
桑
名
港
下
流
部
に
通

　
じ
る
七
里
の
渡
し
の
「
内
廻
り
航
路
」
で
あ
っ
た
青

　
鷺
川
、

④
青
鷺
川
対
岸
の
木
曽
川
左
岸
（
現
桑
名
郡
木
曽
岬
町

　
白
鷺
）
で
分
派
し
て
、
東
の
鍋
田
川
を
経
て
伊
勢
湾

　
に
出
る
白
鷺
川

で
し
た
。

　
請
願
書
で
の
閘
門
設
置
位
置
に
つ
い
て
、
請
願
書
の

添
付
資
料
と
考
え
ら
れ
る
「
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設

立
請
願
ニ
付
実
況
陳
述
」
は
、
木
材
や
物
資
の
運
搬
状

況
を
記
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
木
曽
川
を
下
っ
て

桑
名
へ
運
ば
れ
る
材
木
は
、
年
間
約
十
四
万
本
（
民
間

十
万
本
、
御
料
局
四
万
本
）
で
あ
り
、
鰻
江
川
を
通
っ

て
桑
名
を
目
指
す
人
や
米
・
雑
貨
の
舟
数
は
、
一
日
平

均
で
計
約
一
〇
六
艘
（
四
十
石
～
八
十
石
積
）
で
、
青

鷺
川
は
こ
れ
よ
り
や
や
少
な
く
、
油
島
喰
違
で
は
鰻
江

川
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
舟
数
は
片
道
な
の
で
、
往
復
で
は
一
日
平
均
で

約
二
〇
〇
艘
が
鰻
江
川
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の

舟
筏
が
鰻
江
川
を
航
行
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
述
し
た
油

島
喰
違
、
鰻
江

川
、
青

鷺

川
、

白
鷺
川
の
舟
運

連
絡
路
は
、
桑

名
・
名
古
屋
間

の
東
西
方
向
を

結
ぶ
重
要
な
連

絡
路
で
あ
り
、

そ
の
中
で
鰻
江

川
は
大
切
な
連

絡
路
で
し
た
。

　
明

治

二

十

（
一
八
八
七
）
年
に
明
治
改
修
工
事
が
現
長
島
町
横
満
蔵

地
点
か
ら
開
始
す
る
と
、
青
鷺
川
が
す
ぐ
さ
ま
締
切
ら

れ
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
ま
で
に
鰻
江
川
と

白
鷺
川
も
締
切
ら
れ
ま
し
た
。
唯
一
残
っ
て
い
た
油
島

喰
違
も
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
締
め
切
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
鰻
江
川
の
締
切
り
以
前
に
は
、
桑
名
・
熱
田
間
を
往

復
す
る
舟
は
約
六
万
艘
ほ
ど
で
し
た
が
、
木
曽
川
右
岸

側
で
の
鰻
江
川
の
締
切
り
以
後
、
約
一
万
艘
余
り
に
減

少
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
長
良
川
左
岸
側
の
鰻
江
川

合
流
部
五
十
二
間
（
約
九
十
五
ｍ
）
は
、
明
治
三
十
八

（
一
九
〇
五
）
年
に
締
切
ら
れ
ま
し
た
。

三
．
設
置
位
置
の
検
討

　
理
想
的
な
閘
門
の
設
置
場
所
は
、
木
曽
三
川
上
流
域

か
ら
の
舟
や
筏
が
ど
の
河
道
か
ら
で
も
桑
名
に
到
着

し
、
桑
名
に
集
積
し
た
米
や
雑
貨
等
の
生
活
物
資
を
下

流
部
の
沿
川
各
地
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、
木
材
（
筏
）

は
桑
名
と
白
鳥
の
両
貯
木
場
間
を
移
動
さ
せ
得
る
こ
と

で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
場
所
と
し

て
、
三
地
点
が
請
願
に
選
ば
れ
た
の
で
す
が
、「
適
当
な

場
所
と
し
て
一
ヶ
所
」
を
選
択
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま

し
た
。

　
請
願
し
た
三
地
点
の
優
劣
を
検
討
す
る
と
、
以
下
の

通
り
で
し
た
。

①
油
島
喰
違
地
点
で
は
、
新
設
の
揖
斐
・
長
良
川
背
割

堤
に
一
対
の
閘
門
を
設
置
す
れ
ば
良
い
が
、
物
資
輸
送

幹
川
の
新
木
曽
川
が
新
長
良
川
と
連
絡
し
て
い
な
い
の

で
「
不
適
格
」
で
あ
る
。

②
青
鷺
川
西
南
部
の
地
域
（
旧
老
松
輪
中
）
は
、
万
延

元
（
一
八
六
〇
）
年
五
月
の
暴
風
雨
や
高
潮
で
海
中
に

没
し
た
地
で
あ
る
。
旧
地
主
達
は
、
木
曽
川
導
流
堤
の

海
中
で
の
石
堤
部
が
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十

月
に
完
成
後
、
自
費
で
西
南
海
面
に
築
堤
し
て
再
開
発

（
白
鶏
新
田
と
松
蔭
新
田
）
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
は
再
開
発
中
に
も
、
明

治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
の
濃

尾
地
震
以
外
に
、
少
な
く
と
も
明

治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
と
明

治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
大

暴
風
雨
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
地

で
あ
り
、
青
鷺
川
の
終
・
始
端
部

の
ど
ち
ら
か
に
一
対
の
閘
門
を
設

置
す
る
場
合
は
、
青
鷺
川
両
岸
に

土
地
を
守
る
た
め
の
高
い
堤
防
を

築
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
は
終
・

始
端
部
二
ヶ
所
に
閘
門
を
各
一
対

建
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
ど
ち
ら

に
し
て
も
費
用
が
嵩
む
。

③
鰻
江
川
の
北
に
位
置
す
る
長
島

輪
中
は
土
地
が
低
く
、
江
戸
時
代

か
ら
悪
水
（
水
捌
け
の
悪
い
水
田

の
溜
水
な
ど
）
排
除
に
苦
労
し
て

き
た
。

　
そ
こ
で
改
修
計
画
で
は
、
長
島

輪
中
の
悪
水
排
水
を
改
良
す
る
た

め
に
、
輪
中
内
の
悪
水
を
鰻
江
川

に
集
め
、
そ
の
流
末
か
ら
「
鰻
江

川
流
末
水
路
」
で
新
堤
沿
い
に
悪

水
を
下
流
に
導
い
て
揖
斐
川
に
放

流
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
閘
門
を
鰻
江
川
の

両
端
部
に
設
置
し
て
鰻
江
川
を
水

路
と
し
て
残
す
と
、
輪
中
か
ら
排

出
さ
れ
る
悪
水
を
伏
越
（
サ
イ
フ
ォ
ン
）
で
鰻
江
川
の

下
を
通
す
必
要
が
生
じ
、
ま
た
、
閘
門
を
終
・
始
端
部

の
ど
ち
ら
か
に
一
対
だ
け
設
置
す
る
な
ら
ば
、
青
鷺
川

の
場
合
と
同
様
に
両
岸
に
堅
牢
な
堤
防
を
築
く
必
要
が

生
じ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
多
大
の
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
②
青
鷺
川
と
③
鰻
江
川
で
は
、

費
用
面
で
③
鰻
江
川
の
ほ
う
が
上
回
る
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
舟
運
路
と
し
て
の
実
績
よ
り
、
鰻
江
川
が
「
適

格
」
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

四
．
新
候
補
地
の
船
頭
平
地
内

　
一
方
、
新
た
な
閘
門
設
置
候
補
地
と
し
て
、
新
木
曽

川
の
掘
削
で
飛
地
と
な
っ
た
立
田
村
大
字
船
頭
平
地
内

が
浮
上
し
ま
し
た
。

　
船
頭
平
閘
門
の
工
事
内
容
を
記
し
た
『
閘
門
工
』
に

は
、
鰻
江
川
と
船
頭
平
地
内
の
二
ヶ
所
で
の
適
否
が
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、『
閘
門
工
』
は
著
者
や
発
行

年
が
不
明
で
、
カ
ー
ボ
ン
紙
を
用
い
た
薄
い
和
紙
に
手

書
き
し
た
本
文
と
表
や
青
焼
き
図
面
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

　
『
閘
門
工
』
で
は
検
討
項
目
と
し
て
、
①
舟
筏
の
利
便

性
、
②
閘
門
の
大
き
さ
に
影
響
す
る
両
地
点
で
の
水
位

の
多
寡
、
③
工
事
の
難
易
に
影
響
す
る
地
質
等
を
挙
げ

て
い
ま
す
が
、
建
設
費
用
の
多
寡
も
重
要
な
検
討
項
目

で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
鰻
江
川
の
地
質
は
船
頭
平
地
内
よ
り
も
複
雑
で
あ

り
、
鰻
江
川
で
の
費
用
の
増
大
が
予
測
さ
れ
ま
し
た
が
、

利
便
性
で
鰻
江
川
は
船
頭
平
地
内
か
ら
約
二
里
下
流
で

桑
名
港
に
隣
接
し
て
お
り
、
桑
名
・
名
古
屋
間
の
航
行

に
関
し
て
明
ら
か
に
船
頭
平
地
内
よ
り
も
優
れ
て
い
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
地
質
と
利
便
性
で
は
一
長
一
短
で
し

た
が
、
費
用
面
で
、
船
頭
平
地
内
に
設
置
す
る
閘
門
は

一
対
で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
鰻
江
川
に
は
二
対
の
閘

門
と
悪
水
用
の
伏
越
し
（
サ
イ
フ
ォ
ン
）
が
必
要
と
な

る
た
め
、
多
大
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
検
討
よ
り
、
閘
門
設
置
位
置
は
船
頭
平
地
内

に
決
定
さ
れ
た
、
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
長
良

川
左
岸
に

沿

う
「
鰻

江
川
流
末

水

路
」
は

施
工
さ
れ

ま
せ
ん
で

し
た
。

　
船
頭
平

地
内
で
の

閘
門
設
置

が
決
定
さ

れ
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
閘
門
設
置
に
関

す
る
諸
調
査
が
終
了
す
る
と
、
翌
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
に
諸
材
料
を
購
入
し
、
床
掘
り
や
矢
板
打
ち
等
の
基

礎
工
事
を
開
始
し
て
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年

に
竣
工
し
ま
し
た
。
な
お
、
現
閘
門
の
名
前
は
、
地
名
・

船
頭
平
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

五
．
衰
退
す
る
桑
名
の
舟
運

　
こ
の
当
時
、
多
く
の
物
産
は
木
曽
三
川
を
経
て
桑
名

へ
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
二
（
一

八
八
九
）
年
に
は
、
愛
知
県
か
ら
岐
阜
県
を
経
て
滋
賀

県
を
結
ぶ
東
海
道
線
が
全
通
し
、
岐
阜
方
面
か
ら
舟
運

で
桑
名
を
経
て
名
古
屋
へ
向
か
う
物
産
は
鉄
道
輸
送
へ

と
替
わ
り
、
桑
名
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
私
鉄
の
関
西
鉄
道
が
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）

年
に
四
日
市
・
柘
植
（
伊
賀
市
）
間
、
明
治
二
十
七
（
一

八
九
四
）
年
に
は
四
日
市
・
桑
名
間
が
通
じ
、
翌
二
十

八
（
一
八
九
五
）
に
揖
斐
川
鉄
橋
が
完
成
し
て
草
津
市
・

名
古
屋
間
が
全
通
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
に
四
日
市

港
が
開
港
し
、
早
く
も
二
年
後
の
明
治
三
十
四
（
一
九

〇
一
）
年
の
米
の
輸
出
入
金
額
は
桑
名
町
の
約
一
七
〇

万
円
に
対
し
、
四
日
市
市
は
六
倍
強
の
約
一
，
〇
六
七

万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
桑
名
の
水
運
は
、
木
曽
三
川
分
流
工
事
に
よ

る
連
絡
路
（
小
江
）
締
切
り
に
よ
る
東
西
方
向
へ
の
舟

運
路
の
遮
断
に
、
鉄
道
輸
送
や
四
日
市
港
の
開
港
が
追

い
打
ち
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

六
．
揖
斐
川
導
流
堤
と

　
　
分
水
堤
の
建
設

　
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
揖
斐
川
導
流
堤
が

河
口
水
深
維
持
の
目
的
で
追
加
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
導

流
堤
の
始
端
部
は
、
城
南
村
大
字
小
貝
須
（
現
桑
名
市

小
貝
須
）
の
揖
斐
川
新
堤
右
岸
末
端
に
接
続
し
た
全
長

三
，
一
二
〇
間
（
土
堤
一
，
五
〇
〇
間
、
石
堤
一
，
六

二
〇
間
）
の
計
画
で
、
翌
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
一
月

ま
ん
え
ん

こ

が
い

す

船頭平閘門

閘門設置を請願した３地点鰻江川流末からの鰻江川流末水路

『閘門工』(木曽川文庫蔵 )

油島締切堤 (左：長良川、右：揖斐川 )
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に
着
手
、
明
治
四
十
二
年
度
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
導
流
堤
完
成
後
、
導
流
堤
先
端
部
は
常
に
波
浪
が

高
く
危
険
な
た
め
、
桑
名
か
ら
富
田
や
四
日
市
方
面

へ
航
行
す
る
小
舟
は
減
少
し
、
一
層
舟
運
の
衰
退
が

進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
通
称
「
十
万
山
」（
現
河
口
堰

周
辺
）
の
寄
洲
南
端
を
長
良
・
揖
斐
両
川
の
低
水
路
の

合
流
点
と
し
て
予
定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
付
近
の
土

砂
の
浸
食
・
堆
積
は
著
し
く
、
河
床
が
大
き
く
変
動

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
十
万
山
」
の
下
流
に
、
約
六
〇
〇

間
の
長
さ
で
両
川
の
低
水
路
を
分
断
す
る
分
水

堤
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
明
治
四
十
二
（
一

九
〇
九
）
年
に
起
工
し
、
同
四
十
三
（
一
九
一

〇
）
年
五
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
こ
の
分
水
堤
の
新
設
に
よ
っ
て
、
桑
名
の
東

西
方
向
へ
の
舟
運
環
境
は
、
さ
ら
に
悪
化
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

七
．
旧
濠
貯
木
場
に
関
わ
る

　
　
出
来
事

　
木
材
量
の
増
加
と
共
に
、
明
治
十
一
（
一
八

七
八
）
年
に
佐
藤
ら
の
仲
介
で
内
務
省
に
売
却

さ
れ
貯
木
場
（
後
に
御
料
局
が
所
管
）
に
、
様
々

な
問
題
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の

状
況
を
記
し
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年

頃
の
桑
名
の
舟
運
環
境
を
想
起
す
る
一
助
と
し

ま
す
。

　
木
材
の
流
下

量
を
、
船
頭
平

閘
門
を
通
過
す

る
筏
の
枚
数
か

ら

概

観

す

る

と
、
舟
（
青
色
）

は
完
成
直
後
の

明

治

三

十

六

（

一

九

〇

三

）

年
が
ピ
ー
ク
で

し

た

が

、

筏

（
赤
）
は
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
ま
で
急
増
し
、

膨
大
な
筏
が
桑
名
へ
流
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
中
央
線
が
名
古

屋
か
ら
木
曽
郡
上
松
ま
で
開
通
し
、
大
正
五
（
一
九
一

六
）
年
に
木
曽
谷
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
小
川
森
林
鉄

道
に
よ
る
木
材
輸
送
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
大
正
十

三
（
一
九
二
四
）
年
の
ダ
ム
式
発
電
所
の
完
成
で
筏
の

流
送
が
困
難
と
な
り
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
の

錦
織
綱
場
の
閉
鎖
を
経
て
、
筏
輸
送
は
終
焉
へ
と

向
か
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
愛
知
新
聞
（
明
治
四
十
二
（
一
九
〇

九
）
二
月
二
十
七
日
）
に
よ
る
と
、
御
料
局
は
船
頭
平

閘
門
完
成
以
前
の
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
九
月

に
第
二
貯
木
場
用
地
と
し
て
、
白
鷺
新
田
（
現
桑
名
郡

木
曽
崎
町
白
鷺
）
の
田
畑
八
町
六
反
余
り
を
買
収
し
て

い
ま
し
た
。

　
筏
の
流
送
量
が
増
え
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）

年
頃
の
桑
名
周
辺
の
川
面
は
木
材
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、

連
絡
路
締
切
り
に
よ
る
舟
運
環
境
を
さ
ら
に
悪
化
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
御
料
局
は
、
白
鷺
新
田
の

貯
木
場
化
よ
り
も
桑
名
城
址
の
貯
木
場
拡
大
を
目
指

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
御
料
局
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七

八
）
年
の
城
址
購
入
時
に
、
桑
名
町
へ
明
治
五
十
八

（
一
九
二
五
）
年
（
大
正
十
四
年
に
相
当
）
を
期
限
と
し

て
二
之
丸
用
地
二
十
一
町
歩
余
り
（
約
六
・
三
万
坪
）

を
貸
与
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
重
紡
績
へ
の
約
一
万

坪
の
土
地
払
い
下
げ
を
交
換
条
件
に
、
明
治
四
十
二

（
一
九
〇
九
）
年
限
り
で
の
土
地
の
返
還
を
求
め
ま
し

た
。

　
な
お
、
新
愛
知
新
聞
（
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
二

月
十
四
・
十
五
日
）
は
二
之
丸
の
借
地
・
借
家
で
住
民

を
巻
き
込
ん
だ
土
地
返
還
問
題
に
つ
い
て
、
大
き
く

取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

八
．
閘
門
建
設
へ
の
建
議

　
「
建
議
」
は
、
三
十
人
以
上
の
賛
成
議
員
の
も
と
に

議
員
が
所
属
議
院
に
提
出
し
、
可
決
後
、
政
府
に
意

見
を
伝
達
し
、
そ
の
採
用
を
求
め
る
制
度
（
現
憲
法
に

は
無
い
）
で
し
た
。
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
三

月
十
三
日
の
第
二
十
五
回
帝
国
議
会
で
、
伊
勢
出
身

の
衆
議
院
議
員
森
茂
生
外
八
名
が
、
船
頭
平
閘
門
の

設
置
位
置
が
悪
い
た
め
、
当
初
佐
藤
ら
が
要
求
し
た

鰻
江
川
又
は
青
鷺
川
で
の
閘
門
設
置
を
要
求
す
る
「
木

曽
長
良
両
川
分
水
堤
閘
門
設
置
に
関
す
る
建
議
案
」
を

衆
議
院
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
土
木
局
長
犬
塚
勝
太
郎
ら
は
、
同
月
十
五
日
の
建
議

委
員
会
で
船
頭
平
地
内
以
外
の
土
地
の
土
質
は
悪
く
、

終
・
始
端
部
計
二
対
の
閘
門
設
置
は
費
用
も
嵩
む
し
、

さ
ら
な
る
閘
門
の
設
置
は
明
治
改
修
の
目
的
を
崩
す

恐
れ
も
あ
る
等
と
答
弁
し
、
鰻
江
川
や
青
鷺
川
で
の

閘
門
設
置
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
建
議
委
員
会
に
政
府
役
人
と
し
て
出
席

し
て
い
た
原
田
貞
介
（
船
頭
平
閘
門
の
主
任
技
術
者
・

青
木
良
三
郎
の
上
司
）
は
、
閘
門
の
大
き
さ
は
船
頭
平

閘
門
と
同
じ
程
度
が
必
要
で
、
費
用
は
一
ヶ
所
一
対

で
三
十
万
ほ
ど
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
二
十
二
日
の
衆
議
院
（
官
報
号
外
。
議
事

速
記
録
第
二
十
四
号
）
で
、
建
議
案
委
員
会
の
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、
鰻
江
川
あ
る
い
は
青
鷺
川
の
内
で

建
設
費
用
が
安
く
な
る
地
点
に
閘
門
を
設
置
す
る
案

が
衆
議
院
で
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
記
の
如
く
、
こ
の
議
案
は
衆
議
院
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

九
．
お
わ
り
に

　
本
号
で
は
、
当
初
希
望
し
た
三
ヶ
所
の
閘
門
設
置

位
置
が
全
て
不
適
と
さ
れ
、
新
た
な
設
置
場
所
と
し

て
船
頭
平
地
内
が
選
ば
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
た

後
、
河
道
改
善
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
揖
斐
川
導
流

堤
や
分
水
堤
さ
ら
に
筏
流
送
量
の
増
加
に
よ
っ
て
、

桑
名
・
名
古
屋
間
の
東
西
方
向
へ
の
舟
運
環
境
が
一

層
悪
化
し
、
つ
い
に
、
当
初
閘
門
設
置
を
希
望
し
た

連
絡
路
で
の
設
置
を
再
度
希
望
す
る
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。

■
参
考
資
料

『
第
二
十
五
回
帝
国
議
会
議
事
速
記
録
第
二
十
号
』

　
官
報
号
外
　
明
治
四
十
二
年
三
月
十
四
日

じ
ゅ
う

ま
ん
や
ま

十万山下流の分水堤と通航路

〈出典：『木曽長良揖斐三川改修竣工図』

（大正２年３月製）に加筆〉

船頭平閘門の舟と筏の通過数
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今
か
ら
一
五
四
年
前
の
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
、
尾

張
の
村
々
を
震
撼
さ
せ
た
大
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

「
入
鹿
切
れ
」
で
す
。

　
本
稿
で
は
「
入
鹿
切
れ
」
に
関
す
る
記
録
や
近
年
の

動
向
を
外
観
し
た
上
で
、
最
大
の
被
災
地
と
な
っ
た
犬

山
市
域
を
中
心
と
し
た
被
害
の
状
況
を
、
い
く
つ
か
の

史
料
か
ら
読
み
解
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
．
近
世
に
お
け
る
用
水
路
の

　
　
整
備
と
入
鹿
池
の
築
造

　
犬
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
犬
山
城
の
天
守
閣
か
ら

は
、
眼
下
に
木
曽
川
の
雄
大
な
流
れ
、
南
に
は
広
大
な

濃
尾
平
野
が
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
振
り
返
っ
て
北

方
面
を
眺
め
る
と
、
岐
阜
県
側
に
連
な
る
山
々
の
谷
間

か
ら
木
曽
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
場
所
が
濃
尾
平
野

の
扇
頂
部
に
位
置
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。
尾
張

北
部
の
人
々
の
営
み
は
主
に
台
地
と
沖
積
平
野
に
展
開

し
、
こ
の
木
曽
川
と
犬
山
東
部
の
丘
陵
が
も
た
ら
す
水

が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
初
頭
、
尾
張
地
域
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め

に
木
曽
川
の
治
水
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
新

田
開
発
を
進
め
る
た
め
の
利
水
に
力
が
注
が
れ
ま
し

た
。
慶
長
十
三
（
一
六
〇
八
）
年
に
、
木
曽
川
左
岸
の

犬
山
か
ら
弥
富
ま
で
の
間
に
、「
御
囲
堤
」
が
築
造
さ
れ

ま
す
。
堤
の
お
か
げ
で
洪
水
被
害
が
減
る
一
方
で
木
曽

川
か
ら
平
野
へ
流
れ
込
む
分
派
が
締
め
切
ら
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
新
た
に
杁
（
水
門
）
が
設
け
ら
れ
用
水

路
を
整
備
し
、
低
地
部
へ
と
水
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
低
地
部
の
利
水
の
次
に
、
台
地
部
の
新
た
な
水
源
と

し
て
入
鹿
池
が
築
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
入
鹿

の
地
は
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形
（
図

１
参
照
）
を
し
て
お
り
、
池
築
造
以
前
に
は
入
鹿
村
が

あ
り
ま
し
た
。
村
に
は
成
沢
川
、
五
条
川
、
郷
川
と
い
っ

た
小
河
川
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
は
入
鹿
村
南

西
の
「
銚
子
口
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
一
本
に
集
ま
り

西
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
を
堤
で
堰
き
止
め
る
こ
と
で
た
め
池
と
し
、
下

流
域
の
水
源
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
寛
永

三
（
一
六
二
六
）
年
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事

は
尾
張
藩
の
許
可
の
下
に
着
工
さ
れ
、
寛
永
十
（
一
六

三
三
）
年
に
入
鹿
池
が
完
成
。
こ
の
水
の
恵
み
に
よ
っ

て
各
地
に
新
た
な
村
が
成
立
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
以
降
、
入
鹿
池
は
長
き
に
渡
り
尾
張
北
部
の
村
々
の

田
畑
を
潤
し
て
き
ま
し
た
が
、
築
造
か
ら
二
三
五
年
後

の
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
、
堤
が
決
壊
し
池
か
ら
流

「入鹿切れ」人々を襲った
災害の記憶

ＮＰＯ法人 古代邇波の里・文化遺産ネットワーク　望月 友恵

入鹿池堤上にある精霊供養塔

図１ 入鹿池遠景〈提供：中野耕司氏（ニワ里ねっと・カメラマン）〉

れ
出
し
た
濁
流
が
下
流
域
の
村
々
を
襲
い
、
多
く
の
犠

牲
を
生
み
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
入
鹿
切
れ
」
で
す
。

そ
の
犠
牲
者
数
は
一
，
〇
〇
〇
名
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
、

当
該
地
域
に
お
い
て
最
大
規
模
の
災
害
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
年
の
一
月
に
は
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

が
発
生
、
九
月
に
は
元
号
が
明
治
と
な
っ
て
お
り
、
近

世
か
ら
近
代
へ
と
向
か
う
時
代
の
転
換
期
の
混
乱
の
最

中
に
発
生
し
た
大
災
害
で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
．「
入
鹿
切
れ
」
に
関
す
る

　
　
記
録
と
近
年
の
動
向

　
「
入
鹿
切
れ
」
の
混
乱
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
入
鹿

切
れ
の
被
験
者
が
当
時
の
状
況
を
書
き
記
し
た
史
料

と
、
後
世
に
聞
き
書
き
と
し
て
記
録
さ
れ
た
史
料
が
あ

り
ま
す
。
前
者
と
し
て
は
『
入
鹿
池
諸
事
書
留
帳
』（
注

１
）、『
小
野
木
鉦
三
翁
手
記
』（
注
２
）、『
羽
黒
水
災
記
』

（
注
３
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
慶
応
戊
辰
入
鹿
池

決
壊
図
』（
注
４
）
な
ど
浸
水
被
害
の
範
囲
を
視
覚
的
に

示
す
絵
図
の
写
本
も
書
き
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
と

け
い
　
お
う

け
い
ち
ょ
う

い
り

ち
ょ
う

し

ぐ
ち

か
ん
え
い
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■
参
考
資
料

『
入
鹿
切
聞
書
』
一
九
三
一
年
　
　
　
　
市
橋
鐸
磨

愛
知
県
小
牧
中
学
校
校
友
会

『
入
鹿
池
史
』
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
　
一
九
九
四
年

入
鹿
池
史
編
集
委
員
会

『
水
利
科
学
』
「
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
の
事

　
例
分
析
（
１
）
」
二
四
四
号 

日
本
治
山
治
水
協
会

一
九
九
八
年
　
内
田
和
子

 

『
入
鹿
切
れ
を
考
え
る
〜
洪
水
堆
積
層
の
調
査
か
ら
〜
』

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
　
二
〇
一
八
年
　

大
口
町
教
育
委
員
会

図３ 羽黒周辺の水の流れ図４ 羽黒・興禅寺の入鹿切流れ石

し
て
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
発
行
の
『
入
鹿
切
聞

書
』（
一
九
三
一
、
市
橋
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
小
牧
中
学
校
の
教
員
で
あ
り
郷
土
史
家
の

市
橋
鐸
麿
氏
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、

小
牧
中
学
校
の
学
生
ら
が
「
入
鹿
切
れ
」
の
被
験
者
で

あ
る
祖
父
母
な
ど
か
ら
当
時
の
状
況
を
聞
き
取
り
記
録

し
た
聞
書
集
で
す
。
あ
く
ま
で
聞
き
書
き
で
あ
り
二
次

的
な
史
料
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
地
域
の
細
か
な
状
況

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
記
の
史
料
の
多
く

は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
入
鹿
池

史
』（
一
九
九
四
、
入
鹿
池
史
編
集
委
員
会
）
に
集
成
さ

れ
、
災
害
の
経
過
や
規
模
、
そ
の
後
の
復
興
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
内
田
和
子
氏
が
被
害
の
状
況
を
よ
り
細

か
く
精
査
し
、
浸
水
範
囲
と
地
形
と
の
関
連
性
を
指
摘

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
を
検
証
す
る
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
（
一
九
九
八
、
内
田
）
。
発
生
か
ら
一
五

〇
年
を
迎
え
た
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
は
、
入

鹿
用
水
土
地
改
良
区
を
施
主
と
し
て
、
犬
山
市
羽
黒
の

興
禅
寺
に
お
い
て
「
入
鹿
池
切
れ
百
五
十
年
忌
大
法
要
」

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
口
町
で
は
企
画
展

「
地
域
の
災
害
を
知
る
　
入
鹿
切
れ
」
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
入
鹿
切
れ
を
考
え
る
〜
洪
水
堆
積
層
の
調
査
〜
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
一
五
〇
年
を
契
機
に
「
入
鹿
切

れ
」
が
改
め
て
地
元
の
人
々
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
入
鹿
切
れ
」
が
近
年
に
な
っ
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る

背
景
に
は
、
異
常
気
象
に
よ
っ
て
各
地
で
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
災
害
に
対

す
る
人
々
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
愛
知
県
農

林
基
盤
局
農
地
部
農
地
計
画
課
か
ら
「
入
鹿
池
浸
水
想

定
区
域
図
」
が
公
表
さ
れ
、
史
料
の
検
証
か
ら
防
災
へ

の
活
用
に
目
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三
．
入
鹿
切
れ
の
概
要

　
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
、
旧
暦
四
月
末
頃
（
現
在
の

五
月
末
頃
）
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
五
月
に
な
っ
て

も
降
り
止
ま
ず
、
入
鹿
池
の
水
位
は
ど
ん
ど
ん
増
し
て

い
き
ま
し
た
。
水
位
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
、
五
月

二
日
に
は
七
間
四
尺
五
寸
（
約
十
四
メ
ー
ト
ル
）、
八

日
・
九
日
に
は
八
間
二
尺
（
約
十
五
メ
ー
ト
ル
）、
十
一

日
に
は
九
間
一
尺
五
寸
（
約
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
達
し
ま
し
た
。
小
牧
代
官
、
犬
山
代
官
と
も
に
自
ら

入
鹿
池
ま
で
出
張
を
し
て
く
る
も
、
為
す
す
べ
が
な
く
、

そ
の
後
も
水
位
は
益
々
増
え
て
い
き
ま
す
。
十
二
日
の

夜
七
つ
時
（
午
前
四
時
頃
）
に
は
、
地
響
き
が
な
り
響

き
恐
れ
た
役
人
た
ち
は
ほ
う
ぼ
う
へ
走
り
逃
げ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
十
三
日
の
夜
明
け
方
に
堤
（
図

２
の
ａ
地
点
）
が
決
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。（
以
上

『
入
鹿
池
諸
事
書
留
帳
』
よ
り
。）
流
れ
出
し
た
濁
流
は
、

岩
山
を
崩
し
、
樹
木
を
押
し
流
し
な
が
ら
、
尾
張
冨
士

と
本
宮
山
に
挟
ま
れ
た
谷
間
を
走
り
、
平
野
へ
と
流
れ

出
て
五
条
川
流
域
の
村
々
を
襲
い
ま
し
た
。
浸
水
域
は

犬
山
市
・
大
口
町
を
始
め
、
小
牧
市
、
江
南
市
、
一
宮

市
、
岩
倉
市
、
北
名
古
屋
市
ま
で
達
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

四
．
濁
流
の
ゆ
く
え

　
濁
流
は
、
ま
ず
堤
直
下
の

神
尾
村
（
現
犬
山
市
字
内
屋

敷
・
野
中
周
辺
）
を
襲
い
ま

す
。『
入
鹿
切
聞
書
』（
以
下
、

『
聞
書
』）
に
よ
る
と
神
尾
村

で
は
周
囲
に
山
々
が
そ
び
え

て
い
る
た
め
濁
流
が
斜
面
を

か
け
上
が
り
、
家
の
天
井
ま

で
水
が
つ
い
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に

濁
流
は
五
条
川
に
沿
っ
て
西

流
し
、
鞍
が
淵
と
い
わ
れ
る

狭
小
な
谷
を
抜
け
て
安
楽
寺

村
（
現
犬
山
市
池
野
安
楽
寺

周
辺
）
へ
流
れ
込
み
ま
す
。

『
羽
黒
水
災
記
』（
以
下
、『
水

災
記
』）
に
は
、
安
楽
寺
村
で

は
三
十
余
の
家
々
が
流
出

し
、
田
畑
が
沙
磧
（
砂
の
河

原
）
に
な
っ
た
様
子
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
水
は
平
野
に
出

て
、
羽
黒
村
（
現
犬
山
市
羽

黒
周
辺
）
に
激
突
し
ま
し
た
。

羽
黒
村
に
押
し
寄
せ
た
水
の

勢
い
は
大
変
強
く
、
最
大
の

被
災
地
と
な
り
ま
し
た
。『
水

災
記
』
に
「
朝
日
村
に
て
水

三
條
と
な
り
一
條
は
村
北
を
激
飛
し
、
稲
葉
組
へ
流
れ

至
り
、（
中
略
）
一
條
は
朝
日
郷
中
よ
り
堀
田
組
川
原
町

へ
突
流
れ
、（
中
略
）
一
條
は
村
南
を
流
れ
去
り
河
北
村

へ
落
ち
此
余
流
成
美
へ
流
れ
来
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

羽
黒
か
ら
は
水
が
三
筋
に
分
か
れ
て
流
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
『
水
災
記
』
な
ど
の
記
載
を
も
と

に
し
て
羽
黒
村
付
近
の
水
の
流
れ
を
図
３
に
示
し
ま
し

た
。

　
一
筋
は
北
へ
流
れ
稲
葉
へ
、
も
う
一
筋
は
五
条
川
に

沿
っ
て
羽
黒
村
の
中
心
部
を
通
り
、
も
う
一
筋
は
村
の

南
を
流
れ
河
北
村
（
現
大
口
町
河
北
周
辺
）
へ
達
し
、

さ
ら
に
分
流
し
成
海
へ
と
流
れ
る
筋
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
数
筋
に
分
か
れ
た
流
れ
は
、
田
中
川
や
石
田

川
な
ど
の
旧
河
道
に
沿
っ
て
流
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
図
３
を
見
て
分
か
る
通
り
、
河
北
村
へ
は
三
方

向
か
ら
濁
流
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
鹿
池

か
ら
五
㎞
近
く
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
犠
牲
が

多
く
で
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
ま
す
。

五
．
逆
流
し
た
木
津
用
水

　
さ
て
、
河
北
村
か
ら
一
筋
と
な
っ
た
急
流
は
さ
ら
に

西
流
し
、
木
津
用
水
と
の
合
流
地
点
の
荒
井
の
堰
に
至

り
ま
す
。
主
流
は
さ
ら
に
五
条
川
に
沿
っ
て
南
西
へ
と

流
れ
ま
す
が
、
増
水
し
た
水
は
木
津
用
水
を
逆
流
し
て

木
曽
川
の
杁
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

　
逆
流
し
た
水
は
、
愛
岐
電
鉄
木
津
用
水
停
留
所
付
近

（
現
在
の
名
鉄
木
津
用
水
駅
付
近
、
図
２
の
ｂ
地
点
付

近
）
で
堤
防
が
決
壊
し
南
西
方
向
に
底
地
を
ぬ
っ
て
余

野
方
面
に
流
れ
た
よ
う
で
す
（
『
聞
書
』
に
よ
る
）
。

　
『
聞
書
』
に
は
「
洪
水
は
河
北
か
ら
上
小
口
の
白
山
神

社
前
を
通
り
中
小
口
の
六
部
橋
へ
流
れ
た
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
洪
水
の
主
流
は
上
小
口
か
ら
余
野
の
方
面
に

向
か
わ
ず
南
西
方
向
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
余
野
は
、
一
旦
は
洪
水
の
被
害
か
ら
免
れ
る
も
、
木

津
用
水
の
破
堤
と
い
う
二
次
的
な
災
害
を
被
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

六
．
羽
黒
村
の
悲
劇

　
「
入
鹿
切
れ
」
は
ダ
ム
災
害
と
し
て
は
と
し
て
は
最
大

規
模
の
犠
牲
者
を
生
み
ま
し
た
。「
入
鹿
切
れ
」
の
犠
牲

者
数
を
表
１
に
示
し
ま
し
た
。

　
表
１
で
示
し
た
通
り
、
羽
黒
地
区
で
の
犠
牲
が
全
体

の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
堀
田
組
で
は
一
五
四

名
、
川
原
町
組
で
は
六
十
九
名
、
成
海
組
で
は
二
十
五

名
、
中
で
も
朝
日
組
の
犠
牲
者
は
二
六
七
名
と
さ
れ
、

最
も
多
く
の
犠
牲
が
出
ま
し
た
。
一
方
、
羽
黒
村
よ
り

上
流
に
あ
っ
た
神
尾
村
で
は
犠
牲
者
四
名
と
羽
黒
村
に

比
較
し
て
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
『
水
災
記
』
に
よ
る
と
、
羽
黒
村
の
朝
日
は
流

出
家
屋
が
一
一
〇
軒
、
犠
牲
者
は
二
六
〇
名
だ
っ
た
の

に
比
べ
て
、
神
尾
村
は
流
出
家
屋
が
四
十
軒
で
犠
牲
者

は
２
人
、
安
楽
寺
村
に
い
た
っ
て
は
流
出
家
屋
が
三
十

軒
ほ
ど
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
犠
牲
者
が
い
な
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
上
流
域
よ
り
も
下

流
域
の
ほ
う
が
犠
牲
者
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
『
聞
書
』
に
神
尾
村
と
安
楽
寺
村
の
状
況
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
連
日
降
り
續
い
た
雨
に
よ
つ
て
、
四
方
の
山
々
に

圍
ま
れ
て
ゐ
る
入
鹿
の
池
に
は
九
十
餘
の
瀧
と
な
つ
て

山
水
が
入
る
爲
に
池
は
間
も
な
く
満
水
と
な
つ
て
人
々

は
恐
れ
て
ゐ
た
が
何
等
の
方
法
を
す
る
事
も
な
く
暮
し

て
居
た
そ
う
で
す
。
然
る
に
五
月
十
三
日
の
夜
明
方
警

鐘
が
な
つ
た
の
で
人
々
は
叫
び
、
泣
き
な
が
ら
各
々
二

個
位
の
荷
物
を
持
つ
て
裏
山
の
尼
寺
の
あ
る
所
に
走
り

出
た
、
此
時
僕
の
お
婆
さ
ん
は
十
五
歳
で
あ
つ
た
の
で

す
、「
そ
れ
池
が
切
れ
た
」
と
お
父
さ
ん
が
叫
ん
だ
の
で

皆
と
同
じ
く
裏
山
に
さ
け
た
の
で
す
（
此
の
お
婆
さ
ん

の
家
は
神
尾
の
東
の
端
に
あ
つ
て…

」

　
「
第
一
の
被
害
地
は
安
樂
寺
で
あ
る
、
人
々
は
、
き

れ
る
事
を
知
つ
て
居
た
爲
裏
の
山
に
大
部
分
に
げ
た
、

家
屋
は
二
三
軒
の
こ
つ
た
の
み
で
あ
つ
た
。
」

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
神
尾
や
安
楽
寺
の
人
々
は
、
入

鹿
池
に
危
険
が
迫
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
知
り
、
高
所
へ

事
前
に
避
難
を
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、

羽
黒
村
は
尾
張
冨
士
に
隔
て
ら
れ
池
の
様
子
は
直
接
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
入
鹿
池
の
危
機
的
状
況
を
把

握
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
高
所
へ
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
、
犠
牲
者
の
数
に
大
き
な
差
を
生
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
神
尾
や
安
楽
寺
だ
け
で

な
く
下
流
域
の
羽
黒
村
に
も
入
鹿
池
の
危
険
性
が
伝
え

ら
れ
、
人
々
が
事
前
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
被
害
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
き
く
な
ら
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

七
．
災
害
史
を
伝
え
繋
ぐ
こ
と

　
『
聞
書
』
冒
頭
の
は
し
が
き
に
、
編
者
の
市
橋
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
本
校
生
徒
の
郷
土
の
す
べ
て
が
災
害
を
蒙
つ
て
ゐ

る
事
實
と
、
か
つ
又
一
方
に
は
入
鹿
池
の
恩
惠
を
受
け

て
ゐ
る
状
態
よ
り
、
こ
の
試
み
は
効
果
あ
り
、
意
義
あ

る
も
の
と
信
ず
る
」

　
こ
の
市
橋
氏
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
入
鹿
切

れ
」
が
「
生
徒
た
ち
が
住
む
町
」
で
起
こ
っ
た
事
実
が
重

要
で
あ
り
、
過
去
の
歴
史
を
現
在
と
結
び
つ
け
る
上
で

〝
郷
土
〟
の
存
在
は
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の

と
い
え
ま
す
。
ま
た
『
聞
書
』
が
編
集
さ
れ
た
時
に
は
、

「
入
鹿
切
れ
」
被
験
者
が
生
徒
た
ち
の
祖
父
母
と
し
て
存

命
し
、
よ
り
リ
ア
ル
な
歴
史
と
し
て
生
徒
た
ち
の
心
に

刻
み
込
ま
れ
た
も
の
と
想
像
し
ま
す
。

　
現
在
「
入
鹿
切
れ
」
の
発
生
か
ら
一
五
〇
年
以
上
が

経
過
し
、
当
時
の
様
子
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
お

ろ
か
犠
牲
者
の
名
前
を
知
る
人
も
お
ら
ず
、
災
害
は
過

去
の
も
の
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
被
災
地
に
残
る
慰
霊
碑
や
記
念
物
が
、

人
々
の
記
憶
を
繋
ぎ
、
歴
史
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
（
図
４
）、
い
つ
の
間
に
か
地
元
の
人
々
か

ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
災
害
史
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
失
い
過
去
の

も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
今
こ
そ
、
改
め
て
〝
郷
土
〟
と

の
結
び
つ
き
を
意
識
し
た
歴
史
の
伝
え
方
を
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

注
１
：
当
時
、
入
鹿
池
の
圦
守
で
あ
っ
た
天
野
浅
右
衛

門
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
手
記
。『
入
鹿
切
聞
書
』
に
所

収
。

注
２
：
犬
山
藩
士
の
小
野
木
鉦
三
が
後
年
に
な
っ
て
若

い
日
の
思
い
出
を
書
き
綴
っ
た
覚
書
で
「
入
鹿
切
れ
」

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。『
入
鹿
切
聞
書
』
に
所
収
。

注
３
：
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
九
月
に
長
谷
川
玄
通
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
手
記
で
水
災
範
囲
を
示
し
た
絵
図
も

添
付
さ
れ
る
。『
入
鹿
切
聞
書
』
に
所
収
。

注
４
：
鶴
舞
図
書
館
所
蔵
。

図２ 「入鹿切れ」の状況図

表１ 入鹿切れの犠牲者数　出典〈「入鹿池切付溺死人調　吉野太一郎控」

（『入鹿池史』所収）より作成〉

た
く
ま
ろ

し
ゃ
せ
き

よ
　
の

こ
う
む

じ

じ
つ
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山
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九
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『
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鹿
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え
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堆
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層
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か
ら
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委
員
会

図３ 羽黒周辺の水の流れ図４ 羽黒・興禅寺の入鹿切流れ石

し
て
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
発
行
の
『
入
鹿
切
聞

書
』（
一
九
三
一
、
市
橋
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
小
牧
中
学
校
の
教
員
で
あ
り
郷
土
史
家
の

市
橋
鐸
麿
氏
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、

小
牧
中
学
校
の
学
生
ら
が
「
入
鹿
切
れ
」
の
被
験
者
で

あ
る
祖
父
母
な
ど
か
ら
当
時
の
状
況
を
聞
き
取
り
記
録

し
た
聞
書
集
で
す
。
あ
く
ま
で
聞
き
書
き
で
あ
り
二
次

的
な
史
料
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
地
域
の
細
か
な
状
況

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
記
の
史
料
の
多
く

は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
入
鹿
池

史
』（
一
九
九
四
、
入
鹿
池
史
編
集
委
員
会
）
に
集
成
さ

れ
、
災
害
の
経
過
や
規
模
、
そ
の
後
の
復
興
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
内
田
和
子
氏
が
被
害
の
状
況
を
よ
り
細

か
く
精
査
し
、
浸
水
範
囲
と
地
形
と
の
関
連
性
を
指
摘

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
を
検
証
す
る
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
（
一
九
九
八
、
内
田
）
。
発
生
か
ら
一
五

〇
年
を
迎
え
た
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
は
、
入

鹿
用
水
土
地
改
良
区
を
施
主
と
し
て
、
犬
山
市
羽
黒
の

興
禅
寺
に
お
い
て
「
入
鹿
池
切
れ
百
五
十
年
忌
大
法
要
」

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
口
町
で
は
企
画
展

「
地
域
の
災
害
を
知
る
　
入
鹿
切
れ
」
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
入
鹿
切
れ
を
考
え
る
〜
洪
水
堆
積
層
の
調
査
〜
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
一
五
〇
年
を
契
機
に
「
入
鹿
切

れ
」
が
改
め
て
地
元
の
人
々
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
入
鹿
切
れ
」
が
近
年
に
な
っ
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る

背
景
に
は
、
異
常
気
象
に
よ
っ
て
各
地
で
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
災
害
に
対

す
る
人
々
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
愛
知
県
農

林
基
盤
局
農
地
部
農
地
計
画
課
か
ら
「
入
鹿
池
浸
水
想

定
区
域
図
」
が
公
表
さ
れ
、
史
料
の
検
証
か
ら
防
災
へ

の
活
用
に
目
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三
．
入
鹿
切
れ
の
概
要

　
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
、
旧
暦
四
月
末
頃
（
現
在
の

五
月
末
頃
）
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
五
月
に
な
っ
て

も
降
り
止
ま
ず
、
入
鹿
池
の
水
位
は
ど
ん
ど
ん
増
し
て

い
き
ま
し
た
。
水
位
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
、
五
月

二
日
に
は
七
間
四
尺
五
寸
（
約
十
四
メ
ー
ト
ル
）、
八

日
・
九
日
に
は
八
間
二
尺
（
約
十
五
メ
ー
ト
ル
）、
十
一

日
に
は
九
間
一
尺
五
寸
（
約
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
達
し
ま
し
た
。
小
牧
代
官
、
犬
山
代
官
と
も
に
自
ら

入
鹿
池
ま
で
出
張
を
し
て
く
る
も
、
為
す
す
べ
が
な
く
、

そ
の
後
も
水
位
は
益
々
増
え
て
い
き
ま
す
。
十
二
日
の

夜
七
つ
時
（
午
前
四
時
頃
）
に
は
、
地
響
き
が
な
り
響

き
恐
れ
た
役
人
た
ち
は
ほ
う
ぼ
う
へ
走
り
逃
げ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
十
三
日
の
夜
明
け
方
に
堤
（
図

２
の
ａ
地
点
）
が
決
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。（
以
上

『
入
鹿
池
諸
事
書
留
帳
』
よ
り
。）
流
れ
出
し
た
濁
流
は
、

岩
山
を
崩
し
、
樹
木
を
押
し
流
し
な
が
ら
、
尾
張
冨
士

と
本
宮
山
に
挟
ま
れ
た
谷
間
を
走
り
、
平
野
へ
と
流
れ

出
て
五
条
川
流
域
の
村
々
を
襲
い
ま
し
た
。
浸
水
域
は

犬
山
市
・
大
口
町
を
始
め
、
小
牧
市
、
江
南
市
、
一
宮

市
、
岩
倉
市
、
北
名
古
屋
市
ま
で
達
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

四
．
濁
流
の
ゆ
く
え

　
濁
流
は
、
ま
ず
堤
直
下
の

神
尾
村
（
現
犬
山
市
字
内
屋

敷
・
野
中
周
辺
）
を
襲
い
ま

す
。『
入
鹿
切
聞
書
』（
以
下
、

『
聞
書
』）
に
よ
る
と
神
尾
村

で
は
周
囲
に
山
々
が
そ
び
え

て
い
る
た
め
濁
流
が
斜
面
を

か
け
上
が
り
、
家
の
天
井
ま

で
水
が
つ
い
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に

濁
流
は
五
条
川
に
沿
っ
て
西

流
し
、
鞍
が
淵
と
い
わ
れ
る

狭
小
な
谷
を
抜
け
て
安
楽
寺

村
（
現
犬
山
市
池
野
安
楽
寺

周
辺
）
へ
流
れ
込
み
ま
す
。

『
羽
黒
水
災
記
』（
以
下
、『
水

災
記
』）
に
は
、
安
楽
寺
村
で

は
三
十
余
の
家
々
が
流
出

し
、
田
畑
が
沙
磧
（
砂
の
河

原
）
に
な
っ
た
様
子
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
水
は
平
野
に
出

て
、
羽
黒
村
（
現
犬
山
市
羽

黒
周
辺
）
に
激
突
し
ま
し
た
。

羽
黒
村
に
押
し
寄
せ
た
水
の

勢
い
は
大
変
強
く
、
最
大
の

被
災
地
と
な
り
ま
し
た
。『
水

災
記
』
に
「
朝
日
村
に
て
水

三
條
と
な
り
一
條
は
村
北
を
激
飛
し
、
稲
葉
組
へ
流
れ

至
り
、（
中
略
）
一
條
は
朝
日
郷
中
よ
り
堀
田
組
川
原
町

へ
突
流
れ
、（
中
略
）
一
條
は
村
南
を
流
れ
去
り
河
北
村

へ
落
ち
此
余
流
成
美
へ
流
れ
来
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

羽
黒
か
ら
は
水
が
三
筋
に
分
か
れ
て
流
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
『
水
災
記
』
な
ど
の
記
載
を
も
と

に
し
て
羽
黒
村
付
近
の
水
の
流
れ
を
図
３
に
示
し
ま
し

た
。

　
一
筋
は
北
へ
流
れ
稲
葉
へ
、
も
う
一
筋
は
五
条
川
に

沿
っ
て
羽
黒
村
の
中
心
部
を
通
り
、
も
う
一
筋
は
村
の

南
を
流
れ
河
北
村
（
現
大
口
町
河
北
周
辺
）
へ
達
し
、

さ
ら
に
分
流
し
成
海
へ
と
流
れ
る
筋
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
数
筋
に
分
か
れ
た
流
れ
は
、
田
中
川
や
石
田

川
な
ど
の
旧
河
道
に
沿
っ
て
流
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
図
３
を
見
て
分
か
る
通
り
、
河
北
村
へ
は
三
方

向
か
ら
濁
流
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
鹿
池

か
ら
五
㎞
近
く
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
犠
牲
が

多
く
で
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
ま
す
。

五
．
逆
流
し
た
木
津
用
水

　
さ
て
、
河
北
村
か
ら
一
筋
と
な
っ
た
急
流
は
さ
ら
に

西
流
し
、
木
津
用
水
と
の
合
流
地
点
の
荒
井
の
堰
に
至

り
ま
す
。
主
流
は
さ
ら
に
五
条
川
に
沿
っ
て
南
西
へ
と

流
れ
ま
す
が
、
増
水
し
た
水
は
木
津
用
水
を
逆
流
し
て

木
曽
川
の
杁
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

　
逆
流
し
た
水
は
、
愛
岐
電
鉄
木
津
用
水
停
留
所
付
近

（
現
在
の
名
鉄
木
津
用
水
駅
付
近
、
図
２
の
ｂ
地
点
付

近
）
で
堤
防
が
決
壊
し
南
西
方
向
に
底
地
を
ぬ
っ
て
余

野
方
面
に
流
れ
た
よ
う
で
す
（
『
聞
書
』
に
よ
る
）
。

　
『
聞
書
』
に
は
「
洪
水
は
河
北
か
ら
上
小
口
の
白
山
神

社
前
を
通
り
中
小
口
の
六
部
橋
へ
流
れ
た
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
洪
水
の
主
流
は
上
小
口
か
ら
余
野
の
方
面
に

向
か
わ
ず
南
西
方
向
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
余
野
は
、
一
旦
は
洪
水
の
被
害
か
ら
免
れ
る
も
、
木

津
用
水
の
破
堤
と
い
う
二
次
的
な
災
害
を
被
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

六
．
羽
黒
村
の
悲
劇

　
「
入
鹿
切
れ
」
は
ダ
ム
災
害
と
し
て
は
と
し
て
は
最
大

規
模
の
犠
牲
者
を
生
み
ま
し
た
。「
入
鹿
切
れ
」
の
犠
牲

者
数
を
表
１
に
示
し
ま
し
た
。

　
表
１
で
示
し
た
通
り
、
羽
黒
地
区
で
の
犠
牲
が
全
体

の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
堀
田
組
で
は
一
五
四

名
、
川
原
町
組
で
は
六
十
九
名
、
成
海
組
で
は
二
十
五

名
、
中
で
も
朝
日
組
の
犠
牲
者
は
二
六
七
名
と
さ
れ
、

最
も
多
く
の
犠
牲
が
出
ま
し
た
。
一
方
、
羽
黒
村
よ
り

上
流
に
あ
っ
た
神
尾
村
で
は
犠
牲
者
四
名
と
羽
黒
村
に

比
較
し
て
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
『
水
災
記
』
に
よ
る
と
、
羽
黒
村
の
朝
日
は
流

出
家
屋
が
一
一
〇
軒
、
犠
牲
者
は
二
六
〇
名
だ
っ
た
の

に
比
べ
て
、
神
尾
村
は
流
出
家
屋
が
四
十
軒
で
犠
牲
者

は
２
人
、
安
楽
寺
村
に
い
た
っ
て
は
流
出
家
屋
が
三
十

軒
ほ
ど
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
犠
牲
者
が
い
な
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
上
流
域
よ
り
も
下

流
域
の
ほ
う
が
犠
牲
者
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
『
聞
書
』
に
神
尾
村
と
安
楽
寺
村
の
状
況
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
連
日
降
り
續
い
た
雨
に
よ
つ
て
、
四
方
の
山
々
に

圍
ま
れ
て
ゐ
る
入
鹿
の
池
に
は
九
十
餘
の
瀧
と
な
つ
て

山
水
が
入
る
爲
に
池
は
間
も
な
く
満
水
と
な
つ
て
人
々

は
恐
れ
て
ゐ
た
が
何
等
の
方
法
を
す
る
事
も
な
く
暮
し

て
居
た
そ
う
で
す
。
然
る
に
五
月
十
三
日
の
夜
明
方
警

鐘
が
な
つ
た
の
で
人
々
は
叫
び
、
泣
き
な
が
ら
各
々
二

個
位
の
荷
物
を
持
つ
て
裏
山
の
尼
寺
の
あ
る
所
に
走
り

出
た
、
此
時
僕
の
お
婆
さ
ん
は
十
五
歳
で
あ
つ
た
の
で

す
、「
そ
れ
池
が
切
れ
た
」
と
お
父
さ
ん
が
叫
ん
だ
の
で

皆
と
同
じ
く
裏
山
に
さ
け
た
の
で
す
（
此
の
お
婆
さ
ん

の
家
は
神
尾
の
東
の
端
に
あ
つ
て…

」

　
「
第
一
の
被
害
地
は
安
樂
寺
で
あ
る
、
人
々
は
、
き

れ
る
事
を
知
つ
て
居
た
爲
裏
の
山
に
大
部
分
に
げ
た
、

家
屋
は
二
三
軒
の
こ
つ
た
の
み
で
あ
つ
た
。
」

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
神
尾
や
安
楽
寺
の
人
々
は
、
入

鹿
池
に
危
険
が
迫
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
知
り
、
高
所
へ

事
前
に
避
難
を
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、

羽
黒
村
は
尾
張
冨
士
に
隔
て
ら
れ
池
の
様
子
は
直
接
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
入
鹿
池
の
危
機
的
状
況
を
把

握
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
高
所
へ
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
、
犠
牲
者
の
数
に
大
き
な
差
を
生
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
神
尾
や
安
楽
寺
だ
け
で

な
く
下
流
域
の
羽
黒
村
に
も
入
鹿
池
の
危
険
性
が
伝
え

ら
れ
、
人
々
が
事
前
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
被
害
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
き
く
な
ら
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

七
．
災
害
史
を
伝
え
繋
ぐ
こ
と

　
『
聞
書
』
冒
頭
の
は
し
が
き
に
、
編
者
の
市
橋
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
本
校
生
徒
の
郷
土
の
す
べ
て
が
災
害
を
蒙
つ
て
ゐ

る
事
實
と
、
か
つ
又
一
方
に
は
入
鹿
池
の
恩
惠
を
受
け

て
ゐ
る
状
態
よ
り
、
こ
の
試
み
は
効
果
あ
り
、
意
義
あ

る
も
の
と
信
ず
る
」

　
こ
の
市
橋
氏
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
入
鹿
切

れ
」
が
「
生
徒
た
ち
が
住
む
町
」
で
起
こ
っ
た
事
実
が
重

要
で
あ
り
、
過
去
の
歴
史
を
現
在
と
結
び
つ
け
る
上
で

〝
郷
土
〟
の
存
在
は
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の

と
い
え
ま
す
。
ま
た
『
聞
書
』
が
編
集
さ
れ
た
時
に
は
、

「
入
鹿
切
れ
」
被
験
者
が
生
徒
た
ち
の
祖
父
母
と
し
て
存

命
し
、
よ
り
リ
ア
ル
な
歴
史
と
し
て
生
徒
た
ち
の
心
に

刻
み
込
ま
れ
た
も
の
と
想
像
し
ま
す
。

　
現
在
「
入
鹿
切
れ
」
の
発
生
か
ら
一
五
〇
年
以
上
が

経
過
し
、
当
時
の
様
子
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
お

ろ
か
犠
牲
者
の
名
前
を
知
る
人
も
お
ら
ず
、
災
害
は
過

去
の
も
の
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
被
災
地
に
残
る
慰
霊
碑
や
記
念
物
が
、

人
々
の
記
憶
を
繋
ぎ
、
歴
史
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
（
図
４
）、
い
つ
の
間
に
か
地
元
の
人
々
か

ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
災
害
史
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
失
い
過
去
の

も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
今
こ
そ
、
改
め
て
〝
郷
土
〟
と

の
結
び
つ
き
を
意
識
し
た
歴
史
の
伝
え
方
を
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

注
１
：
当
時
、
入
鹿
池
の
圦
守
で
あ
っ
た
天
野
浅
右
衛

門
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
手
記
。『
入
鹿
切
聞
書
』
に
所

収
。

注
２
：
犬
山
藩
士
の
小
野
木
鉦
三
が
後
年
に
な
っ
て
若

い
日
の
思
い
出
を
書
き
綴
っ
た
覚
書
で
「
入
鹿
切
れ
」

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。『
入
鹿
切
聞
書
』
に
所
収
。

注
３
：
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
九
月
に
長
谷
川
玄
通
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
手
記
で
水
災
範
囲
を
示
し
た
絵
図
も

添
付
さ
れ
る
。『
入
鹿
切
聞
書
』
に
所
収
。

注
４
：
鶴
舞
図
書
館
所
蔵
。

図２ 「入鹿切れ」の状況図

表１ 入鹿切れの犠牲者数　出典〈「入鹿池切付溺死人調　吉野太一郎控」

（『入鹿池史』所収）より作成〉

た
く
ま
ろ

し
ゃ
せ
き

よ
　
の

こ
う
む

じ

じ
つ

910
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や
ぶ
ら
様
と
水 

（
大
桑
村
須
原
）

表紙写真 『阿寺渓谷』＜提供：大桑村役場 産業振興課＞

　　砂小屋山に源を発する阿寺川が流れる渓谷で、全長約15キロの沿川には木曽５木が育っています。四季毎に表情を変える渓谷美の

　中でも流れる水の美しさは格別で、エメラルドグリーンの清流は川の深みがまるで浅瀬に感じられるほど抜群の透明度を誇ります。

　
今
の
須
原
の
定
勝
寺
が
木
曽
氏
の
館
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
そ
の
家
臣

に
「
や
ぶ
ら
様
」
と
呼
ば
れ
る
お
武
家
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

や
ぶ
ら
様
は
、
千
村
一
族
の
者
で
、
や
ぶ
ら
沢
近
く
の
出
自
な
の
で
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
や
ぶ
ら
様
は
、
木
曽
の
殿
様
に
従
っ
て
館
の
裏
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
や
ぶ
ら
様
は
た
い
へ
ん
水
と
縁
の
深
い
方
で
、
や
ぶ
ら
様
が
い

る
う
ち
は
館
の
付
近
一
帯
が
水
に
恵
ま
れ
不
自
由
な
く
使
っ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
木
曽
氏
が
館
を
福
島
に
移
し
、

や
ぶ
ら
様
も
福
島
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

す
る
と
も
と
の
館
付
近
の
水
が
す
っ
か
り

出
な
い
よ
う
に
な
り
、
そ
の
か
わ
り
に
や

ぶ
ら
様
が
移
り
住
ん
だ
福
島
で
は
そ
れ
ま

で
水
の
な
か
っ
た
場
所
で
岩
の
間
か
ら
水

が
湧
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
少
し
の
間
、
や
ぶ
ら
様
が
須

原
の
館
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
須
原
の
館

付
近
で
は
昔
の
よ
う
に
水
が
湧
き
、
福
島
の
館
付
近
の
水
が
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
や
ぶ
ら
様
は
殿
様
の
命
で
山
口
村
に
赴

任
し
た
時
期
が
あ
り
、
こ
の
時
も
山
口
村
で
水
が
湧
き
不
自
由
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
間
は
福
島
で
は
水
が
湧

か
な
っ
た
そ
う
で
す
。

出
典
　
『
大
桑
村
の
歴
史
と
民
話
』
　
昭
和
五
十
三
年
　
志
波
英
夫

編　集 木曽三川歴史文化資料編集検討会（桑名市、木曽岬町、海津市、愛西市、弥富市ほか）
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船ちゃんのこぼれ話 第十四話
ふね

「船頭平閘門（木曽川文庫）の住所は？　その２」
　船頭平閘門の作られた場所は、明治改修前までは立田輪中の南にぽこんと付いた小輪中（図１の

ピンク色）のような場所でした。この小輪中の内（図２の黄色星印）に閘門が設置されることにな

るのですが、この地は、明治初期頃の古地図（図２）によると、北に船頭平村、北西に相川を挟ん

で福原新田、南に木曽川が流れ、更には小輪中の南側と福原新田の南側は、㔟州（伊勢国の別称：

現三重県北中部）に属しているという、国・村・川の境に囲まれた複雑な場所でした。

　当時の地名としては、おそらく「尾州（尾張国の別称：現愛知県西部）海西郡立田村（または大

森村）十六石山」※１と考えられます。江戸時代は大森村（現愛西市森川町）に属し、正確な編入年

は不明ですが、明治17（1884）年の時点では立田村に属していた地です。

　その後の明治改修において、立田輪中の北で木曽川に合流していた長良川を分離するために、

立田輪中の西側を掘り、そちらを新木曽川（現在の木曽川）としました。それにより、この小輪中

は、背割堤（図３の①）と旧木曽川の締切堤防（図３の②）の間に挟まる小島の様な地となりまし

た。（図３参照）。昭和初期まで、この地形が続くことになるのですが、それまでこの小島の様な場

所は、地区名として「船頭平」

「西船頭平」「福原」「川西」な

どいくつかの呼び名があった

ようです。

※1　尾張国は、正確には明

治 ５（1872）年 よ り、愛

知県に統一されましたが、

明治17（1884）年の地籍

帳等でもまだ尾張国の表記

が使用されています。

木
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　川

長
　
良
　
川

神
明
津

輪
　
中

高
須
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中

立
田
輪
中

福
原
新
田

長
島
輪
中

佐
　
屋
　
川揖

　
斐
　
川

図1　明治改修前の立田輪中周辺図
（下図：木曽川文庫所蔵図面N0.4）

図2　明治初期の福原新田周辺図
（下図：木曽川文庫所蔵図面N0.16）

図3　明治35年頃の福原新田周辺図
（下図：木曽川文庫所蔵M35工事伺伝達書付図）
　赤線：新堤防　青線：旧堤防利用
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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